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第72回全日本学生弓道選手権大会出場
第68回西日本学生弓道選手権大会出場
第62回九州学生弓道選手権大会
　　　　（女子個人優勝）
第60回九州学生弓道新人戦指宿大会出場

令和６年度（第60回）

卒業式典祝

　
今
年
度
も
開
学
記
念
行
事
、
頌

徳
式
、
各
学
科
の
学
外
研
修
等
の

学
校
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、「
２
０
２
４ 

A
L
L
溝
部
・
学
園
祭
」
の
開
催

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で

「
S
u
n
S
u
n
フ
ェ
ス
タ
ひ
め
や
ま
」、

「
文
化
祭
」、「
姫
山
祭
」
な
ど
の
呼
称

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
方
で

行
わ
れ
て
い
た
も
の
を
、
実
施
内
容

や
運
営
方
法
等
に
工
夫
を
加
え
る

こ
と
に
よ
り
、
亀
川
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
、

大
分
県
歯
科
技
術
専
門
学
校
、
別
府

溝
部
学
園
高
等
学
校
、
認
定
こ
ど
も

園
ひ
め
や
ま
幼
稚
園
が
一
体
と
な
り
、

２
日
間
に
渡
る
地
域
に
開
か
れ
た

学
園
祭
を
目
指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
行
い
ま
し
た
。
突
然
の
強
風
・

豪
雨
に
よ
り
初
日
の
行
事
は
開
祭
式

直
後
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
が
、
２
日
目
は
好
天
に
恵
ま
れ

多
く
の
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の

参
加
の
も
と
、
開
祭
式
で
の
大
正
琴

の
演
奏
、
高
大
連
携
に
よ
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の

園
児
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
、
模
擬
店

で
の
食
品
販
売
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
の
日
本
人
や
留
学
生
に
よ
る
歌

や
踊
り
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

各
学
科
の
展
示
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の

催
し
に
、
多
く
の
参
加
者
が
楽
し
く

充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
初
日

の
悪
天
候
に
よ
る
中
止
は
残
念
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
テ
ン
ト
の
格
納
等

強
風
に
対
す
る
危
険
防
止
の
た
め

の
行
動
を
、
先
生
方
の
指
示
の
も
と

ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
テ
キ
パ
キ

と
行
っ
た
学
生
の
み
な
さ
ん
の
行
動

は
、
今
で
も
は
っ
き
り
と
目
に
焼
き

つ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
学
園
全
体
と
し
て
の
学
園
祭

の
開
催
に
は
、
溝
部
仁
学
長
の
強
い

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
閉
塞
的
な

社
会
生
活
か
ら
立
ち
上
が
り
、

そ
し
て
少
子
化
、
情
報
化
、
国
際
化

等
私
た
ち
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題

を
抱
え
、
大
き
な
変
革
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
学
園
全
体

が
一
つ
に
な
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
持
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
学
園
生
活

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。
溝
部
学
園
全
体
と
し
て

の
‚
u
n
i
t
y
‘（
統
一
性
、
結
束

性
）
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
た
な

学
園
祭
の
創
造
に
挑
戦
す
る
こ
と

は
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
学
長
、
副
学
長

の
指
導
の
も
と
、
何
度
も
会
議
を

短
期
大
学
部
長
　真
部

　健
一

　
戦
国
時
代
最
強
の
武
将 

武
田

信
玄
は
何
故
、
強
か
っ
た
の
か

そ
の
秘
密
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
負
け
る
は
ず
の
な
い
と
思
っ

て
い
た
戦
に
負
け
た
り
、
滅

び
る
は
ず
が
な
い
家
が
、
滅
び

た
り
す
る
と
、
人
は
皆
、
運

だ
と
い
う
。

　「
だ
が
わ
し
は
、
天
命
だ
と
は

思
わ
な
い
。
そ
れ
は
皆
、
や
り

方
が
悪
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

や
り
方
さ
え
よ
く
す
れ
ば
、

負
け
る
は
ず
は
な
か
ろ
う
。」

　
我
々
は
、
思
い
が
け
な
い

事
態
が
起
こ
る
と
、
運
が
悪

か
っ
た
と
嘆
く
ば
か
り
だ
。

し
か
し
、
信
玄
は
、
こ
れ
を

否
定
す
る
。
運
、
不
運
で

片
付
け
て
し
ま
っ
て
は
進
歩

が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ど
ん
な
結
果
に
も
必
ず
原
因

が
あ
る
。
そ
の
時
、
そ
の
時
、

き
ち
ん
と
反
省
し
、
改
め
る

努
力
を
し
て
こ
そ
未
来
が
開
け

て
く
る
。
と
信
玄
は
、
語
っ
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

信
玄
が
、
何
故
、
こ
の
よ
う
な

生
き
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
、
そ
れ
は
、
信
玄
の
父
親

信
虎
の
生
き
方
か
ら
で
あ
る
。

信
虎
は
、
人
家
臣
の
意
見
を

聞
か
ず
、
独
断
専
行
で
、
家
臣

五
十
人
を
超
え
る
者
を
殺
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
武
田
家
は

つ
ぶ
れ
る
と
判
断
し
て
、
今
川

に
追
放
し
た
の
で
あ
る
。
信
玄

二
十
一
歳
の
と
き
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
信
玄
は
武
田
家

の
方
針
を
ガ
ラ
リ
と
変
え
た
の

で
あ
る
。
軍
事
や
内
政
な
ど
、

何
ら
か
の
方
針
を
決
め
る
際

に
は
、
家
臣
を
集
め
て
、
十
分

に
意
見
を
言
わ
せ
て
、
そ
の
後

に
断
を
下
す
よ
う
に
し
た
。

家
臣
た
ち
に
も
責
任
と
自
覚
が

生
ま
れ
た
。
さ
ら
に
家
臣
が

守
る
べ
き
規
律
信
玄
家
法
を

制
定
し
た
。
戦
い
の
準
備
だ
け

で
は
な
く
、
土
地
の
売
買
、

喧
嘩
両
成
敗
に
至
る
ま
で
詳
し

く
規
定
し
、
勝
手
な
行
動
を

い
さ
め
た
。
注
目
す
べ
き
は

第
五
十
五
号
で
あ
る
。
も
し

信
玄
の
言
動
に
問
題
が
あ
る

な
ら
ば
身
分
を
問
わ
ず
誰
で
も

投
書
し
て
も
ら
い
た
い
。
必
ず

改
め
る
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

　
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
こ
の

規
定
は
現
在
で
も
通
用
す
る

規
定
で
あ
る
。
も
し
も
は
、

歴
史
で
語
れ
な
い
が
、
も
し
、

織
田
信
長
が
こ
の
よ
う
な
生
き

方
を
し
て
い
た
ら
本
能
寺
で

殺
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

と
い
え
る
。

　
そ
の
頃
信
玄
は
、
上
洛
を

決
意
し
、
甲
府
を
南
下
し
て
、

徳
川
家
康
と
の
戦
い
に
臨
ん
だ

の
で
あ
る
。
家
康
軍
は
大
敗
を

き
っ
し
、
家
康
は
、
恐
怖
の

あ
ま
り
、
脱
糞
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
信
玄
は
こ
の
ま
ま

西
に
向
か
い
織
田
信
長
と
戦

を
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
死
亡
し
た
の
で

あ
る
。
五
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

信
玄
が
、
後
十
年
生
き
て
い

た
ら
、
武
田
幕
府
が
で
き
た

可
能
性
は
高
い
。
こ
の
よ
う
な

意
味
か
ら
、
信
玄
は
不
運
人

で
あ
り
、
家
臣
か
ら
の
信
頼
が

低
い
信
長
は
、
強
運
の
持
ち
主

で
あ
る
。
天
下
統
一
を
前
に

し
て
、
家
臣
の
信
頼
が
な
い

た
め
に
、
明
智
光
秀
の
謀
反

に
よ
っ
て
、
殺
さ
れ
た
の
は
、

何
と
も
皮
肉
な
結
果
で
あ
ろ
う

か
。
と
こ
ろ
で
、
信
玄
は
、

家
法
を
定
め
た
理
由
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
に
規
則
を
守
ら
せ
る
に
は
、

ま
ず
自
分
の
言
動
を
反
省
し
て
、

非
が
あ
れ
ば
直
ち
に
改
め
る

姿
を
強
く
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
卒
業

生
諸
君
は
将
来
成
功
し
て

ほ
し
い
。
最
後
に
著
者
は
、

運
が
悪
か
っ
た
と
嘆
く
と
進
歩

が
止
ま
る
と
結
ん
で
い
る
。

学
校
法
人
　溝
部
学
園
理
事
長
　
　
　
　
　

別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
学
長
　
　
　
　
　

溝
　部
　
　
　仁

武
田
信
玄
の

　
　
生
き
方
に
学
ぶ

重
ね
て
案
を
練
り
、
検
討
を
加
え
る

過
程
を
経
な
が
ら
、
学
生
・
生
徒
・

園
児
、
教
職
員
が
溝
部
学
園
の
一
員

と
し
て
、
保
護
者
の
協
力
を
得
な

が
ら
「
2
0
2
4 

A
L
L
溝
部
・

学
園
祭
」
の
成
功
を
目
指
す
と
い
う

共
通
の
目
標
の
も
と
、
と
も
に
知
恵

を
出
し
合
い
、
協
働
の
精
神
で
準
備

を
行
い
、
学
園
祭
を
成
功
に
導
き

ま
し
た
。
姫
山
会
の
役
員
を
は
じ
め

学
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
し
、
新
た
な
挑
戦
を

成
し
遂
げ
た
充
実
感
も
覚
え
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
終
戦
直
後
、
昭
和
21
年
４
月
８
日

の
別
府
高
等
技
芸
学
校
の
設
立
に

始
ま
る
溝
部
学
園
は
、
来
年
度
に
は

創
立
80
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

「
２
０
２
４ 

A
L
L
溝
部
・
学
園
祭
」

へ
の
挑
戦
は
、
学
園
全
体
と
し
て
の

結
束
力
を
強
め
、
記
念
す
べ
き
創

立
80
周
年
及
び
今
後
の
本
学
園
の

発
展
に
向
け
て
、
素
晴
ら
し
い
第

一
歩
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　‚
Un
i
ty　
is
s
treng
t
h.‘

と
い
う
英
語
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
力
を
寄
せ

集
め
、
情
熱
を
抱
い
て
一
つ
の
目
標

を
目
指
し
て
と
も
に
進
ん
で
い
く

と
き
、
そ
の
力
は
想
像
で
き
な
い

ほ
ど
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
踏
み
出
そ
う

と
す
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
大
き
な
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
溝
部
学
園

で
学
ん
だ
こ
と
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
、

力
強
く
羽
ば
た
い
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。
ご
卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

留学生数190名・９か国
　2024年度秋、190名、９か国の外国人留学生が集う、国際色
豊かなキャンパスとなった。留学生達の出身国は、ネパール、
ミャンマー、スリランカ、中国、インドネシア、ベトナム、フィリ
ピン、サモア、韓国の9か国である。介護福祉学科には、大分県内
の介護施設で介護福祉士として活躍したいミャンマーからの留学生
の入学が続いている。他の留学生は、食物栄養学科、ライフデザ
イン総合学科に所属し、それぞれの目標である日本での就職・
進学など、それぞれの夢に向かって、日々勉強に励み、専門性を
高めている。
　今年も多くが日本語能力試験N１、N２に合格し、日本留学試験
でも高得点を獲得した。日本語能力試験のほか、本学のモットー
である「あなたはこの資格の他に何ができますか」を胸に、日本
での就職のため、「特定技能ビザ」「宿泊」「外食」分野に挑戦、合格
した者もいる。昨年度の留学生の介護福祉士国家資格の合格率は
100％であった。
　日本の社会を理解するための「日本の文化」の学外授業は留学生
達にとって人気の授業となっている。今後も、本学で勉強した成果
を資格取得、点数できちんと出し、日本の社会を理解し、それぞれ
の夢に向かい一歩ずつ着実に近づいてもらいたい。
　また、2024年国際交流課では、フランスの高等学校との高大
連携協定、ネパール、スリランカの新しい学校との連携を深め、
現地入試のほか日本語や日本文化の授業を開講している。
　2025年は、更に多くの留学生の入学が決定している。今後も、
日本人、留学生の垣根をこえて、共に国際化・多文化共生の道を
歩んでいきたい。

一
年
を
振
り
返
っ
て

「
２
０
２
４ 

A
L
L
溝
部・学
園
祭
」へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

〜
U
n
i
t
y  

i
s 

s
t
r
e
n
g
t
h.
〜



　
介
護
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
こ
数
年
で
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。

　
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
存
在

価
値
が
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
慢
性
的
な
人
材
不
足
か
ら
脱
却

で
き
な
い
ば
か
り
か
、
社
会
的
評
価
は
依
然
と

し
て
高
ま
ら
な
い
現
状
が
続
い
て
い
る
。
介
護

人
材
不
足
に
対
す
る
打
開
策
と
し
て
、
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
機
器
の
導
入
、
外
国
人

介
護
福
祉
職
の
活
用
な
ど
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
、

単
な
る
「
お
世
話
」
に
終
始
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
で
は
「
支
援
」

に
対
し
て
多
角
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
と
に

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
介
護
を
取
り

巻
く
環
境
は
目
の
前
の
利
用
者
を
支
援
し
て
い
く

た
め
の
量
的
な
支
援
に
偏
重
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
教
育
者
と
し
て
、
実
践
者
と

し
て
、
い
か
に
利
用
者
に
対
し
て
適
切
な
介
護

を
提
供
し
て
い
く
か
、
そ
の
介
護
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
意
義
や
意
味
を
再
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
介
護
福
祉
士
養
成

施
設
の
未
来
像
〜
介
護
福
祉
士
の
人
間
力
の
涵
養

と
養
成
教
育
の
価
値
〜
」
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
あ
り
方
が
問
わ
れ
る

介
護
福
祉
士
に
と
っ
て
、
そ
の
普
遍
的
な
存
在

意
義
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
現
在
地
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
、
養
成
教
育
に
お
い
て
介
護

福
祉
士
の
コ
ア
（
核
）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

ど
う
い
っ
た
教
育
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
教
育

現
場
あ
る
い
は
実
践
現
場
か
ら
の
問
題
提
起
や

取
り
組
み
を
通
し
て
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
養
成
教
育
を
経
た
介
護
福
祉
士

は
、
介
護
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
決
し
て
失
う

こ
と
の
で
き
な
い
人
材
で
あ
る
た
め
に
ど
の
よ

う
に
す
る
か
、
皆
さ
ん
と
検
討
で
き
る
機
会
だ

と
捉
え
て
い
る
。

（
日
　
程
）
2
0
2
4
年
10
月
24
日
（
木
）・
　

25
日
（
金
）

（
会
　
場
）
山
形
テ
ル
サ

（
方
　
法
）
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
方
式
（
対
面
＋

オ
ン
ラ
イ
ン
）

（
主
　
催
）
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会

（
主
　
管
）
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会

　
　
　
　　
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

〈
研
修
1
日
目
〉

【
開
会
式
】

【
行
政
報
告
：
オ
ン
ラ
イ
ン
】

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
　
福
祉
基
盤
課

福
祉
人
材
確
保
対
策
室

室
長
　
吉
田
昌
司

【
基
調
講
演
】

「
学
生
の
多
様
化
に
お
け
る
学
校（
教
員
）の
向
き

合
い
方
」

講
師
　
竹
之
内
章
代
氏

【
教
育
力
向
上
委
員
会
主
催
　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

A.

領
域
「
人
間
と
社
会
」
の
講
義
の
進
め
方

B.

領
域
「
介
護
」
に
関
す
る
教
育
方
法
の
提
案

【
介
護
福
祉
士
養
成
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
】
報
告

委
員
長
　
小
笠
原
靖
治

〈
研
修
2
日
目
〉

【
分
科
会
】

第
1
分
科
会
：
災
害
介
護
教
育

第
2
分
科
会
：
I
C
T
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
教
育

第
3
分
科
会
：
介
護
福
祉
士
養
成
学
校
存
続
に

向
け
て

【
閉
会
式
】
閉
会
挨
拶

次
期
開
催
ブ
ロッ
ク
挨
拶
（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
）

令
和
6
年
度
　全
国
教
職
員
研
修
会 

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
未
来
像

〜
介
護
福
祉
士
の
人
間
力
の
涵
養
と
養
成
教
育
の
価
値
〜

副
理
事
長
・
副
学
長
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子

　
介
護
福
祉
士
養
成
教
育
は
、
1
9
8
8
年
の

開
始
よ
り
35
年
余
を
経
て
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
向
け
て
、
新
た
な
歩
み
を
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
時
期
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
今
一
度
今
ま
で
の

教
育
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
介
護
福
祉

（
日
　
程
）
2
0
2
4
年
9
月
10
日
（
火
）

（
会
　
場
）
福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
方
　
法
）
対
面

（
主
　
催
）
九
州
地
区
私
立
短
期
大
学
協
会

（
担
当
校
）
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学

（
研
修
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

【
開
会
挨
拶
】

九
州
地
区
私
立
短
期
大
学
協
会
　
　
　
　
　

会
長
　
志
賀
啓
一

【
第
1
部
】

保
育
士
と
保
育
士
養
成
の
現
状
、
今
後
の
展
望

（
一
社
）
全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
　
　
　
　

会
長
　
汐
見
稔
幸

【
第
2
部
】

①
介
護
人
材
育
成
の
た
め
の
介
護
福
祉
教
育
〜

日
本
・
中
国
の
介
護
事
情

講
師
：
溝
部
佳
子
（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学

　
副
学
長
）

②
短
期
大
学
に
お
け
る
資
格
取
得
の
現
状
と
こ
れ

か
ら

講
師
：
牧
　
昌
生
（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学

　
学
長
補
佐
）

【
質
疑
応
答
】

【
閉
会
挨
拶
】

九
州
地
区
私
立
短
期
大
学
協
会
　
　
　
　
　

会
長
　
志
賀
啓
一

令
和
6
年
度
　九
州
地
区
私
立
短
期
大
学
協
会
教
職
員
研
修
会 

介
護
人
材
育
成
の
た
め
の
介
護
福
祉
教
育

〜
日
本
・
中
国
の
介
護
事
情
〜

副
理
事
長
・
副
学
長
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子

　
令
和
6
年
度
入
学
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
留
学

生
28
名
が
、
4
月
20
日
（
土
）
8
時
00
分
福
岡

空
港
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
双
葉
バ
ス
（
2
台
）

に
て
本
学
に
到
着
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
寮
に
分
散

し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
先
輩
留
学
生
の
作
っ
た
心

の
こ
も
っ
た
温
か
い
お
弁
当
を
い
た
だ
い
た
。

　
4
月
24
日
（
水
）、
介
護
福
祉
学
科
1
・
2
年

次
生
に
よ
る
歓
迎

会
が
あ
っ
た
。
1
年

次
生
に
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
の
留
学

生
が
11
名
、
2
年

次
生
に
は
10
名
在

学
し
て
い
る
の
で
、

彼
ら
の
活
躍
ぶ
り

を
見
て
新
留
学
生

た
ち
は
安
心
感
を

得
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
今
回
の
28
名
の
内
訳
は

直
接
1
年
次
生
に
な
る
の
が
7
名
、
留
学
生

コ
ー
ス
の
学
生
に
な
る
の
が
21
名
で
あ
っ
た
。

　
本
学
の
介
護
福
祉
学
科
で
日
本
人
の
学
生
や

他
国
の
留
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
、
一
番
の

来
日
目
的
で
あ
る
「
世
界
一
と
い
わ
れ
る
日
本

の
“
介
護
”」
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

日
本
の
素
晴
ら

し
い
伝
統
文
化

を
も
学
び
、
高

齢
者
の
気
持
ち

に
寄
り
添
え
る

介
護
福
祉
士
に

成
長
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
す

る
。

　
2
0
2
3
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
5
類

感
染
症
へ
と
移
行
し
た
が
、
今
も
介
護
福
祉
や

医
療
、
保
健
の
領
域
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら
ず
、

感
染
症
と
の
向
き
合
い
方
は
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ

へ
と
移
行
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
第
32
回

大
会
は
5
年
ぶ
り
に
参
集
・
対
面
で
の
現
地
開
催

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
大
会
テ
ー
マ
は
「
科
学
的
介
護
を
見
据
え
た

介
護
福
祉
学
の
到
達
点
〜
全
人
的
介
護
と
科
学
的

介
護
の
調
和
に
向
け
て
〜
」
で
あ
る
。
本
学
会

は
1
9
9
3
年
に
設
立
し
て
30
年
が
経
過
す
る
。

こ
れ
ま
で
機
関
誌
『
介
護
福
祉
学
』
に
お
い
て

も
論
壇
で
“
介
護
福
祉
学
の
構
築
”
の
検
討
を

続
け
て
き
た
。
今
後
、
我
が
国
に
お
け
る
介
護
は

エ
ビ
デ
ン
ス
の
基
づ
い
た
科
学
性
が
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、
こ
の
間

介
護
福
祉
の
現
場
で
大
切
に
し
て
き
た
“
全
人
的

介
護
”
の
重
要
性
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
こ
で
本
大
会
で
は
、“
全
人
的
介
護
”
と

“
科
学
的
介
護
”
の
調
和
に
つ
い
て
模
索
す
る

こ
と
を
通
し
て
「
介
護
福
祉
学
」
の
到
達
点
を

議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
非
常
に

挑
戦
的
な
テ
ー
マ
と
な
る
が
、
5
年
ぶ
り
の

現
地
開
催
の
大
会
に
お
い
て
、
皆
様
と
議
論
を

発
展
し
て
い
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
学
会
員
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
介
護

現
場
で
活
躍
さ
れ
る
皆
様
、
介
護
の
未
来
を
担
う

学
生
の
皆
様
の
ご
参
加
も
お
待
ち
申
し
上
げ
て

い
る
。
第
32
回
大
会
が
有
意
義
な
大
会
と
な
る

よ
う
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
る
。

（
テ
ー
マ
）
科
学
的
介
護
を
見
据
え
た
介
護
福
祉
学

の
到
達
点
〜
全
人
的
介
護
と
科
学
的

介
護
の
調
和
に
向
け
て
〜

（
日
　
程
）
2
0
2
4
年
8
月
25
日
（
日
）

（
会
　
場
）
北
星
学
園
大
学

（
主
　
催
）
日
本
介
護
福
祉
学
会
・
第
32
回
日
本

介
護
福
祉
学
会
大
会
実
行
委
員
会

（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

【
開
会
式
】

【
基
調
講
演
】

「
介
護
福
祉
学
の
構
築
へ
の
挑
戦
〜
科
学
的
介
護

の
確
立
に
向
け
て
〜
」
畑
　
亮
輔

【
学
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

日
本
介
護
福
祉
学
会
設
立
30
周
年
記
念
企
画
：

介
護
福
祉
学
の
到
達
点
と
将
来
像

【
学
会
総
会
】

【
自
由
研
究
発
表
】

【
大
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

「
科
学
的
介
護
が
照
ら
す
全
人
的
介
護
へ
の
道

〜
科
学
的
介
護
の
具
体
的
取
り
組
み
か
ら
〜
」

【
閉
会
式
】

2
0
2
4
年
度 

介
護
福
祉
学
科
へ
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
留
学
生
来
日

副
理
事
長
・
副
学
長
　
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子

国
際
交
流
課
　課
長
　
　教
　授
　松
　浦
　
　
　倫

　
介
護
福
祉
士
養
成
教
育
は
、
1
9
8
8
年
の

開
始
よ
り
35
年
余
を
経
て
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
向
け
て
、
新
た
な
歩
み
を
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
時
期
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
今
一
度
今
ま
で
の

教
育
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
介
護
福
祉
2
0
2
5
年
の
介
護
人
材
の
需
要

ギ
ャ
ッ
プ
が
37
．7
万
人
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
毎
年
3
〜
5
万
人
の
不
足
が
続
く
と
さ

れ
て
い
る
。
介
護
人
材
の
量
と
質
の
両
面
か
ら

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
、
全
国
の
養
成
校

で
は
学
生
の
確
保
に
苦
慮
し
、
閉
校
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
状
況
が
多
く
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
も
と
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
教
員
研
修

会
in
佐
賀
で
は
、
人
材
確
保
の
問
題
と
と
も
に
、

養
成
校
の
存
在
意
義
や
使
命
、
そ
し
て
、
養
成
校

卒
業
生
の
質
の
高
さ
を
保
つ
た
め
の
議
論
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
、
量
と
質
の
両
面
で
の
課
題

の
解
決
に
寄
与
す
る
た
め
の
研
修
会
に
し
た
い

と
準
備
を
進
め
て
き
た
。
今
回
の
研
修
で
は
、

九
州
各
県
の
先
生
方
と
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
に

交
流
を
深
め
、
多
く
の
意
見
を
交
わ
し
、
有
意
義

な
時
間
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
日
　
程
）
2
0
2
4
年
9
月
7
日
（
土
）

（
会
　
場
）
西
九
州
大
学
短
期
大
学
部
（
西
九
州

大
学
　
佐
賀
キ
ャ
ン
パ
ス
）

（
方
　
法
）
対
面

（
主
　
催
）
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
　

令
和
6
年
度
（
公
社
）
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
　九
州
ブ
ロ
ッ
ク
教
員
研
修
会

介
護
福
祉
士
養
成
の
現
在
地
と
未
来
へ
の
展
望

〜
養
成
校
の
使
命
と
挑
戦
〜

副
理
事
長
・
副
学
長
　
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子

2
0
2
4
年
度
　第
32
回
　日
本
介
護
福
祉
学
会
大
会

科
学
的
介
護
を
見
据
え
た
介
護
福
祉
学
の
到
達
点

〜
全
人
的
介
護
と
科
学
的
介
護
の
調
和
に
向
け
て
〜

（
主
　
管
）
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
　

佐
賀
県
実
行
委
員
会

（
担
当
校
）
長
崎
国
際
大
学

（
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

【
開
会
式
】

【
基
調
講
演
Ⅰ
】

「
今
後
の
介
護
福
祉
士
養
成
の
方
向
性
に
つ
い
て
」

講
師
：
岩
本
　
博
（
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護

局
　
福
祉
基
盤
課
福
祉
人
材
確
保
対
策

室
長
補
佐
）

【
基
調
講
演
Ⅱ
】

「
ま
ざ
る
か
ら
始
ま
る
心
の
輪
〜
心
つ
な
が
る

介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て
〜
」

講
師
：
内
田
勝
也
（
佐
賀
市
役
所
職
員
　
学
校

法
人
旭
学
園
佐
賀
女
子
短
期
大
学
客
員

教
授
）

【
分
科
会
】

第
１
分
科
会
：「
外
国
人
介
護
福
祉
士
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
」（
担
当
校
：
佐
賀
女
子
短
期

大
学
）

　
　
　
　
　
　
養
成
校
を
卒
業
し
た
外
国
人
介
護

福
祉
士
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

お
け
る
悩
み
や
課
題
、
今
後
の

目
標
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
、

養
成
校
の
教
員
と
情
報
交
換
を

す
る
こ
と
で
、
在
学
時
の
み
で
は

な
く
、
養
成
校
と
し
て
卒
業
後
の

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
し
た
い
。

第
２
分
科
会
：「
卒
業
生
（
実
習
指
導
者
）
と
の

協
働
」（
担
当
校
：
西
九
州
大
学
）

　
　
　
　
　
　
卒
業
生
（
実
習
指
導
者
）
を
お
招
き

し
、
実
習
指
導
者
の
現
状
・
養
成

校
と
の
協
働
の
在
り
方
・
今
後
の

希
望
等
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
各

養
成
校
で
の
取
り
組
み
や
日
頃
の

悩
み
な
ど
の
情
報
交
換
を
し
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
介
護
福
祉
士
教
育

の
一
助
と
な
る
よ
う
な
機
会
に
し

た
い
。

【
分
科
会
報
告
】

【
閉
会
式
】
閉
会
挨
拶

次
回
開
催
県
挨
拶
（
福
岡
県
介
護
福
祉
士
養
成

施
設
）

副
理
事
長
・
副
学
長
　
　教
　授
　溝
　部
　佳
　子
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令
和
６
年
９
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
前

ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
食
の
倉
庫
・

新
潟
　
伝
統
と
創
造
」
と
題
し
た
日
本
伝
統

食
品
研
究
会
主
催
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

こ
れ
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
伝
統
食
品

に
関
す
る
以
下
の
４
つ
の
講
演
が
あ
っ
た
。

１
．新
潟
郷
土
料
理
〜
日
本
酒
と
の
フ
ー
ド
ペ
ア

リ
ン
グ
の
す
す
め
〜
（
新
潟
大
学
自
然
科

学
系
　
山
口
智
子
氏
）

２
．西
洋
な
し
「
ル
　
レ
ク
チ
ェ
」
〜
新
潟
の

土
地
と
人
が
育
ん
で
き
た
逸
品
〜
（
新
潟

食
料
農
業
大
学
食
料
産
業
学
部
　
松
本

辰
也
氏
）

３
．新
潟
新
種
酵
母
で
醸
す
日
本
酒
の
香
味
と

そ
の
特
徴
（
新
潟
県
醸
造
試
験
場
　
栗
林

喬
氏
）

４
．か
ま
ぼ
こ
の
歴
史
と
新
潟
か
ま
ぼ
こ
の
特
徴

に
つ
い
て
（
株
式
会
社
堀
川
　
堀
川
政
良

氏
）

　
ま
た
、
学
生
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
も
行

わ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
日
本
調
理
科
学
会
な
ど
で

大
分
県
の
郷
土
料
理
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果

を
発
表
す
る
な
ど
の
研
究
活
動
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
回
の
講
演
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

他
県
の
伝
統
食
品
に
つ
い
て
具
体
的
な
情
報
を

詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
現
地

で
実
際
に
郷
土
料
理
を
試
食
す
る
こ
と
も
で
き
、

こ
れ
ら
の
経
験
を
そ
の
後
の
講
演
や
授
業
の

充
実
に
大
い
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
令
和
６
年
10
月
16
日
（
水
）
に
本
学
で
開
催

し
た
公
開
講
座
「
郷
土
料
理
」
調
理
実
習
指
導
、

令
和
６
年
11
月
16
日
（
土
）
開
催
の
「
豊
の

国
学
」
リ
レ
ー
講
座
「
次
の
世
代
に
伝
え
継
ぐ

食
生
活
を
考
え
る
」（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
）
で
の

講
演
、
令
和
６
年
11
月
20
日
（
水
）
本
学
食
物

栄
養
学
科
学
生
対
象
の
出
張
講
座
『
食
の
ス

ト
ー
リ
ー
継
承
事
業
「
鮎
」
』
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
な
ら
び
に
食
の
ス
ト
ー
リ
ー
継
承
事

業
（
大
分
県
主
催
　
O
B
S
企
画
）
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
監
修
を
行
い
、
大
分
県
の
郷
土
料
理

の
紹
介
や
、
大
分
県
の
魚
食
伝
統
食
の
継
承
に

関
す
る
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
た
。

　令和６年10月23日～25日アクシオン福岡(福岡県)で開催された第62回
九州学生弓道選手権大会に本学弓道部員３名が出場をした。
　団体戦では予選通過のボーダーを超えられなかったが、女子個人戦では
ライフデザイン総合学科２年生の本山愛菜さんが個人優勝を果たした。
　女子個人戦の決勝に進み、会場が静まる中、最後まで集中して弓を引く
姿はとてもかっこよかった。決勝戦では８本中１本しか外さず、いかに
１本１本集中して引いていたかが分かる。他大学の選手が脱落していく中、
５本目を引き終わるころには選手が2人になっていた。また、的の大きさ
が８寸的(約24cm)のものに変わり、より集中力が試される試合となった。
本山さんと他大学の選手の一騎打ちになり、相手選手が的中し緊張が走る
中、本山さんも的中した時は、見ているだけなのに心臓がバクバクした。
７本目両者とも外し、会場内の注目がさらに２人に集まった。８本目相手
選手が外し、本山さんが的中した時の会場のどよめきはすごかった。
Youtubeに大会のアーカイブが残っているので、気になる人はぜひ見て
ほしい。

URL：https://www.youtube.com/watch?v=3wjNx-Fyx9w
　今大会での優勝は、本山さんが日頃の練習を継続させて頑張ってきた
結果であると言える。部員数も少なく、十分な指導ができる教員がいる
状態ではなかったが、彼女自身がコツコツと練習を積み重ね、自身の課題
と向き合ってきたからこそ優勝ができたのだと思う。また、本山さんの
優勝を間近で見た１年生部員にとっても、より気が引き締まるような良い
大会となった。今大会の個人優勝の経験が、本山さんの自信や今後の心の
支えになってくれると思う。

　2024年11月13日、九州経済産業局、九州経済国際化
推進機構、（一社）九州経済連合会、立命館アジア太平洋
大学、韓国産業通商資源部、中国商務部、（社）韓日経済協会
主催「第22回環黄海経済・技術交流会議ビジネスフォーラム」
が立命館アジア太平洋大学ミレニアムホームにて盛大に行わ
れた。九州100名、韓国・中国150名の参加者で、主に
外国人人材育成・定着に向けた取り組み、外国人材の活躍
によって海外展開に取り組んでいる企業などの紹介が行わ
れた。また各大学を代表した学生によるプレゼンの発表も
行われ、郭馨竹（グォシンズゥ）さんは「大分・別府から
未来へ」というテーマで発表した。郭さんは大分県にしか
ないグローバルな学習環境の中で、異文化理解と受容を
通して、国際的な発展における若者の役割を果たしたいと
主張した。
　郭さんは、「今回の発表を通して、自分が大分県で培った
経験や学びを振り返ることができ、とても貴重な機会と
なりました。このようなグローバルな場で、自分の考えや
意見を発信することは、自身の成長を感じさせてくれる
ものでした。当日までの準備は決して簡単ではありません
でしたが、特に、テーマ
の選定や内容の構成には
大変力を入れました。
大分県、別府市という
地域の特性を、今の留学
生寮での生活などで得た
ことを生かした未来への
提案を通して、異文化間
の橋渡し役として貢献し
たいという思いを伝えられ
たことに、達成感を感じ
ています。今後もこうした
機会を大切にし、自分の
夢である国際交流での活躍
につなげたいです。」と
語った。

第22回環黄海経済・技術交流会議
ビジネスフォーラムでの

ライフデザイン総合学科2年生
郭馨竹さんの発表報告

　
私
は
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
日
本
語

コ
ー
ス
の
パ
ク
リ
ン
タ
マ
ン
ス
ニ
タ
と
申
し

ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
か
ら
参
り
ま
し
た
。

　
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
で
の
留
学
生
活
動

は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
数
多
く

の
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
初
は
言
葉
の
壁
や
文
化
の
違
い
に

戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
の
サ
ポ
ー
ト

と
友
達
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
次
第
に
自
分
を

成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

来
日
当
初
、

日
本
語
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
私
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
不
安
が
大
き

か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
別
府
溝
部
学
園
短
期

大
学
と
い
う
環
境
で
、
お
互
い
の
文
化
の
違
い

を
尊
重
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
学
べ
る
機
会

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
お
か
げ

で
、
日
本
語
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感
し
、
積
極
的

に
他
国
の
留
学
生
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
日
本
の
文
化
や
伝
統
を
学
ぶ
と

同
時
に
、
自
国
の
文
化
を
紹
介
す
る
機
会
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
経
験
が
私
に
と
っ
て
日
本

社
会
を
理
解
す
る
大
切
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま

し
た
。 

　
将
来
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
を
学
び
、
観
光
業

に
お
け
る
知
識
を
深
め
、
仕
事
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
本
語

を
学
び
続
け
、
将
来
的
に
は
観
光
業
の
分
野
で

活
躍
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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食
物
栄
養
学
科
　
教
授
　
望
　月
　美
左
子

会
期
：
令
和
６
年
９
月
２
日
（
月
）　
Ｊ
R
新
潟
駅
前
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル

第
77
回
伝
統
食
品
に
関
す
る
講
演
会
参
加
と

大
分
県
郷
土
料
理
の
普
及
活
動

九州学生弓道選手権大会
女子個人優勝

第六十二回

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
日
本
語
コ
ー
ス
　
パ
ク
リ
ン
・
タ
マ
ン
・
ス
ニ
タ

別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
で
の
思
い
出

溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報

令
和
６
年
４
月
26
日
（
金
）
、
開
学
記
念
行
事
と

し
て
「
開
学
記
念 

in 

城
島
」
と
称
し
、
城
島
高
原

パ
ー
ク
へ
大
分
県
歯
科
技
術
専
門
学
校
の
学
生
と
合
同

で
バ
ス
遠
足
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
別
府
競
輪
場

か
ら
バ
ス
に
乗
り
込
み
現
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。

現
地
で
は
学
生
に
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
と

1
0
0
0
円
分
の
ミ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
、
10
時

の
開
門
か
ら
15
時
ま
で
各
々
の
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
曇
天
。

午
後
か
ら
雨
が
降
り
出
す
か
も
…
？
の
様
な
天
気

で
し
た
が
、
そ
れ
に
も
負
け
ぬ
学
生
の
姿
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
留
学
生
の
人
数
も
大
幅
に
増
え
、
さ
ら
に

多
く
の
国
籍
が
集
う
学
校
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
人

学
生
に
と
っ
て
も
沢
山
の
異
国
文
化
を
学
ぶ
機
会
と

な
る
で
し
ょ
う
し
、
留
学
生
に
と
っ
て
も
日
本
人
の

友
達
は
日
本
語
の

早
期
習
得
と
い
う

面
で
も
交
友
を
深

め
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
入
学

し
た
て
の
１
年
生

と
２
年
生
の
交
流

や
、
教
員
と
の
関

わ
り
の
中
で
良
い

思
い
出
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
開
学

記
念
行
事
の
よ
う

に
時
間
的
に
長
い

よ
う
で
短
い
短
大

生
活
。
目
的
を
見

失
わ
ず
に
存
分
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
!!

留学生意見交換会（弁論大会）

留学生による日本語
スピーチコンテスト

結果報告
第２１回

外国人による日本語スピーチコンテスト　優勝！

　「
第
21
回
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
お
い
て
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光

コ
ー
ス
１
年
生
の
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
マ
ル
シ
　
ロ
シ
ャ
ー
リ

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
さ
ん
が
「
国
際
交
流
の
中
で
感
じ
た
日
本

の
文
化
や
時
間
と
信
頼
の
価
値
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
最
優

秀
賞
、
介
護
福
祉
学
科
留
学
生
コ
ー
ス
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

出
身
カ
ウ
ン
ミ
ン
ミ
ャ
ッ
パ
イ
ン
さ
ん
が「
国
際
交
流
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
J:

C
O
M

大
分 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
コ
ム
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
国
出
身
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
１
年
生

の
コ
ウ
チ
ン
さ
ん
が
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
大
分
主
催

留
学
生
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
３
０
０

万
枚
の
シ
ー
ツ
か
ら
見
た
光
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
優
秀
賞

に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
生
活
で
得
た
経
験
と
将
来
の
抱
負
を
語
り
、
日
本

社
会
へ
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
表
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ス
ピ
ー
チ
大
会
を
は
じ
め
、

様
々
な
国
際
交
流
活
動
を
通
し
て
、
「
こ
の
資
格
の
他
に

何
が
で
き
ま
す
か
？
」
を
体
現
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

と
し
て
社
会
貢
献
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

開学記念行事2024
新入生歓迎バス遠足   in   城島高原パーク
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【
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
】

〔
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
〕

第
一
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
」

（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
１
・
２
年
次
生
対
象
）

日
時
／
令
和
６
年
10
月
23
日
（
水
）
９
時
00
分
〜
10
時
30
分

会
場
／
記
念
館
3
階
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室

〔
医
療
事
務
コ
ー
ス
〕

第
一
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

「
医
療
事
務
の
仕
事
に
つ
い
て
」

（
医
療
事
務
コ
ー
ス
１
・
２
年
次
生
対
象
）

講
師
／
ハ
ー
ト
ド
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

医
療
事
務
　
佐
藤
　
里
穂
子 

様
（
卒
業
生
）

医
療
事
務
　
新
野
　
佐
代
子 

様
（
卒
業
生
）

【
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
】

第
一
回
　就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　「就
活
に
必
要
な
書
類
の
説
明
•
履
歴
書
の
書
き
方
等
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
幼
児
教
育

　
　
学
科
、
介
護
福
祉
学
科
２
年
次
生
対
象
）

講
師
／
各
学
科
ご
と

　
　
日
時
／
令
和
６
年
４
月
４
日
（
木
）

第
二
回
　就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
論
作
文
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
幼
児
教
育

　
　
学
科
、
介
護
福
祉
学
科
２
年
次
生
対
象
）

講
師
／
各
学
科
ご
と

日
時
／
令
和
６
年
４
月
４
日
（
木
）

第
三
回
　就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
就
活
に
必
要
な
マ
ナ
ー
講
座
」

　
　（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
幼
児
教
育

　
　
学
科
、
介
護
福
祉
学
科
２
年
次
生
対
象
）

講
師
／
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た

日
時
／
令
和
６
年
６
月
１
日
（
土
）

第
四
回
　就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
就
活
の
た
め
の
論
作
文
の
書
き
方
（
自
己
P
R
・
志
望
動
機

等
）」

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
介
護
福
祉

学
科
の
各
２
年
次
生
対
象
）

講
師
／
I
O
I
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

日
時
／
令
和
６
年
６
月
１
日
（
土
）

第
五
回
　就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
就
活
の
た
め
の
正
し
い
着
こ
な
し
・
身
だ
し
な
み
」

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
介
護
福
祉

学
科
の
各
１
年
次
生
対
象
）

講
師
／
紳
士
服
の
青
山

日
時
／
令
和
６
年
10
月
５
日
（
土
）

第
六
回
　就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
就
職
活
動
の
ノ
ー
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
ょ
う
」

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
介
護
福
祉

学
科
の
各
１
年
次
生
対
象
）

講
師
／
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た

日
時
／
令
和
６
年
10
月
５
日
（
土
）

第
七
回
　就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
性
格
検
査
、
一
般
常
識
テ
ス
ト
」

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
、
幼
児
教
育

学
科
、
介
護
福
祉
学
科
の
各
１
年
次
生
対
象
）

講
師
／
各
学
科
ご
と

日
時
／
令
和
７
年
２
月

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

〜
学
生
の
た
め
の
教
養
講
座
〜

別府溝部学園短期大学 公開講座

別府溝部学園短期大学ホームページから申し込めます別府溝部学園短期大学ホームページから申し込めます べっぷみぞべ 検索

　別府溝部学園短期大学では、本学がもっている専門的、総合的な教育・研究機能を
地域社会に開放することにより、地域住民の多様化、専門化する生涯学習ニーズに応え、
地域文化の向上に資することを目的として、公開講座を実施しました。本学会場と
J：COMホルトホール大分会場で開設・実施された講座は以下の通りです。参加者は、
幼児から高齢者まで、延べ約350名に達し、和気あいあいとした雰囲気で有意義な時間を
共有していました。
別府溝部学園短期大学会場
①“魔法のパン屋さん” アンパンマンとカレーパン

マン そして温泉プールで遊ぼうね！　②イングリッ
シュハンドベル講座－入門編－　③温泉学
～別府温泉の魅力、温泉活用法を学ぶ～　④大分学
～おんせん県おおいたをまるごと学ぼう～　⑤歴史と
和菓子～かるかんと椿餅をつくろう～　⑥伝えよう 
あなたの気持ち－楽しく話そう 90分－　
⑦薬草料理マイスター養成講座　⑧朝の
目覚めは朝ごはんから　⑨郷土料理を探
ろう　⑩おせち　⑪お魚さばき講座
J:COMホルトホール大分会場
①フラワーアレンジ　②アンガーマネジ
メント講座　③スタイルアップ理論を学ぶ 
骨格診断講座

オープンカレッジ2024実施

４
学
科
合
同
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
・
食
物
栄
養
学
科

幼
児
教
育
学
科
・
介
護
福
祉
学
科

〜
令
和
６
年
度
就
職
支
援
課
年
間
計
画
〜

日
時
／
令
和
６
年
７
月
29
日
（
月
）
10
時
40
分
〜
12
時
10
分

会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
本
館
1
2
4
教
室

【
食
物
栄
養
学
科
】

　第
一
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「給
食
管
理
実
習 

学
外
実
習
報
告
会
」

　
　
　
　
　（
食
物
栄
養
学
科
１
・
2
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
／
令
和
６
年
９
月
30
日
（
月
）
９
時
00
分
〜
12
時
00
分

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学 

本
館
階
段
教
室

　第
二
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座
　

　
　「株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス 

会
社
説
明
会
」

　
　
　
　 

（
食
物
栄
養
学
科
2
年
次
生
対
象
）

　
　
参
加
企
業
／
株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス
　
西
日
本
エ
リ
ア
担
当

岩
永
　
友
子 

様
　
　
村
上
　
明
穂 

様

　
　
日
時
／
令
和
６
年
７
月
19
日
（
金
）
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
2
号
館 

栄
養
指
導
実
習
室

　第
三
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座
　

　
　「日
清
医
療
食
品
（
株
）
　株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス
　会
社
説
明
会
」

　
　
　
　 

（
食
物
栄
養
学
科
１
年
次
生
対
象
）

　
　
参
加
企
業
／
日
清
医
療
食
品
株
式
会
社 

南
九
州
支
店

横
山
　
真
純 

様

株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス
　
西
日
本
エ
リ
ア
担
当

村
上
　
明
穂 

様

　
　
日
時
／
令
和
７
年
２
月
12
日
（
水
）
10
時
00
分
〜
12
時
30
分

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
8
7
年
館
　
8
7
2
教
室

【
幼
児
教
育
学
科
】

　第
一
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「保
育
所
で
の
保
育
の
実
際
と
保
育
者
の
役
割
Ⅰ
」

（
幼
児
教
育
学
科
2
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
学
校
法
人
溝
部
学
園
　
ひ
ら
た
保
育
園

主
任
保
育
士
　
松
尾
　
慎
也
先
生

　
　
日
時
／
令
和
６
年
６
月
13
日
（
木
）
14
時
30
分
〜
16
時

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
本
館
1
2
5
教
室

　第
二
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「保
育
所
で
の
保
育
の
実
際
と
保
育
者
の
役
割
Ⅱ
」

（
幼
児
教
育
学
科
2
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
学
校
法
人
溝
部
学
園
　
ひ
ら
た
保
育
園

　
　
　
　 

　
主
任
保
育
士
　
松
尾
　
慎
也
先
生 

　
　
日
時
／
令
和
６
年
６
月
20
日
（
木
）
14
時
30
分
〜
16
時

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
本
館
１
２
５
教
室

　第
三
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「幼
稚
園
で
の
教
育
の
実
際
と
保
育
者
の
役
割
Ⅰ
」

（
幼
児
教
育
学
科
2
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
　
ひ
め
や
ま
幼
稚
園

園
長
　
伊
藤
　
由
美
子
先
生

　
　
日
時
／
令
和
６
年
６
月
27
日
（
木
）
14
時
30
分
〜
16
時

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
本
館
1
2
5
教
室

　
19
回
目
を
迎
え
た
こ
の
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
教
育
目
標
「
M
i
z
o
b
e 

S
p
i
r
i
t
s
」

の
理
念
で
あ
る
「
三
活
動
・
五
心
」
の
ひ
と
つ
「
心
を

耕
す
読
書
」
を
具
現
化
す
る
活
動
と
し
て
継
続
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
読
書
感
想
文
の
執
筆
を
と
お

し
て
学
生
た
ち
に
自
己
表
現
の
機
会
を
与
え
、
感
受
性

や
創
造
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
最
優
秀
を
受
賞
し
た
吉
田
悠
花
さ
ん
の

「
サ
マ
ー
ゴ
ー
ス
ト
」
は
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
「
死
」

と
「
生
き
る
意
味
」
に
つ
い
て
深
く
と
ら
え
た
感
想
文

で
し
た
。
登
場
人
物
の
「
死
」
を
求
め
る
気
持
ち
に

触
れ
つ
つ
も
、
最
後
に
は
「
生
き
る
こ
と
」
の
価
値
を

問
い
か
け
て
く
る
点
に
強
く
共
感
し
て
お
り
、
今
を

生
き
る
こ
の
瞬
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
優
れ
た
作
品
で
す
。
　
　
　
　

　
さ
て
、
感
想
文
を
書
く
際
の
基
本
と
し
て
は
、

登
場
人
物
の
行
動
・
心
情
、
ま
た
、
著
者
が
伝
え
た
い

テ
ー
マ
等
の
作
品
内
容
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
読
書
が
自
分

に
与
え
た
影
響
や
、
将
来
に
向
け
て
変
化
し
た
意
識

な
ど
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
読
書

体
験
が
ど
の
よ
う
に
自
分
を
成
長
さ
せ
た
か
を
記
す

こ
と
で
、
そ
の
意
義
を
示
す
こ
と
も
出
来
ま
す
。
読
書

の
内
容
を
自
分
の
言
葉
で
整
理
す
る
こ
と
や
、
作
品

か
ら
得
た
感
動
や
学
び
を
自
分
の
体
験
や
価
値
観
と

結
ぶ
こ
と
は
、
他
者
に
新
た
な
視
点
や
考
え
方
を
提
供

で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
も
な
る
は
ず
で
す
。
結
局
の

と
こ
ろ
、
読
書
感
想
文
は
読
者
自
身
の
個
性
や
感
受
性

が
表
れ
る
場
で
す
。 

型
に
は
ま
っ
た
内
容
で
は
な
く
、

独
自
の
考
え
や
経
験
を
反
映
さ
せ
た
文
章
が
、
最
も

魅
力
的
で
意
味
深
い
作
品
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
。

　
読
書
に
親
し
む
こ
と
の
意
味
は
楽
し
む
こ
と
に
あ

り
、
読
書
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り

充
実
し
た
人
生
を
築
く
た
め
の
基
盤
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。そ
の
意
図
を
踏
ま
え
、
今
後
も
本
コ
ン
ク
ー
ル

を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
別
府
溝
部
学
園
短
期
大

学
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
確
か
な
読
書
習
慣
が
根
付
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
読
書
感
想
文
の
部
】

　最
優
秀
賞

　
　
吉
田
　
悠
花
（
幼
教
１
年
）

 

『
サ
マ
ー
ゴ
ー
ス
ト
』
を
読
ん
で

　優
秀
賞

　
　
川
野
　
有
理
（
幼
教
２
年
）

 

『
満
月
珈
琲
店
の
星
詠
み
』
を
読
ん
で

　
　
伊
藤
　
　
夏
（
介
護
１
年
）

 

『
話
す
力
』
を
読
ん
で

　
　
後
藤
　
夢
叶
（
ラ
イ
フ
１
年
）

 

『
自
己
』
を
読
ん
で

　佳
　作

　
　
德
丸
　
亜
美
（
食
物
１
年
）

 

『
火
垂
る
の
墓
』
を
読
ん
で

　
　
田
中
　
　
舞
（
食
物
２
年
）

 

『
嫌
わ
れ
る
勇
気
』
を
読
ん
で

　
　
豊
田
　
弥
月
（
ラ
イ
フ
１
年
）

 

『
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
』
を
読
ん
で

　
　
甲
斐
る
み
子
（
食
物
２
年
）

 

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
読
ん
で

　
　
安
東
　
永
遠
（
介
護
2
年
）

 

『
５
分
後
に
意
外
な
結
末
』
を
読
ん
で

【
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
部
】

　最
優
秀
賞

　
　
天
沼
ヒ
カ
ル
（
ラ
イ
フ
2
年
）

　

　
　注
（
ラ
イ
フ
＝
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
・
食
物
＝
食
物
栄
養
学
科
・

幼
教
＝
幼
児
教
育
学
科
・
介
護
＝
介
護
福
祉
学
科
）

第
19
回 

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　第
四
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「幼
稚
園
で
の
教
育
の
実
際
と
保
育
者
の
役
割
Ⅱ
」

（
幼
児
教
育
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
　
ひ
め
や
ま
幼
稚
園

　
　
　
　
　 

主
幹
教
諭
　
原
田
　
美
穂
先
生

　
　
日
時
／
令
和
６
年
７
月
４
日
（
木
）
14
時
30
分
〜
16
時

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
本
館
1
2
5
教
室

　第
五
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「保
育
所
で
の
保
育
の
実
際
と
保
育
者
の
役
割
Ⅲ
」

（
幼
児
教
育
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
社
会
福
祉
法
人
姫
山
会
　
寒
田
ひ
め
や
ま
保
育
園

主
任
保
育
士
　
森
山
　
寿
見
子
先
生

　
　
日
時
／
令
和
６
年
７
月
11
日
（
木
）
14
時
30
分
〜
16
時

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
本
館
1
2
5
教
室

　第
六
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「保
育
所
で
の
保
育
の
実
際
と
保
育
者
の
役
割
Ⅳ
」

（
幼
児
教
育
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
社
会
福
祉
法
人
姫
山
会
　
寒
田
ひ
め
や
ま
保
育
園

主
任
保
育
士
　
森
山
　
寿
見
子
先
生

　
　
日
時
／
令
和
６
年
７
月
18
日
（
木
）
14
時
30
分
〜
16
時

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
本
館
1
2
5
教
室

　第
七
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「卒
業
生
講
話
〜
4
年
目
の
保
育
者
を
迎
え
て
」

（
幼
児
教
育
学
科
２
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
江
藤
　
未
来 

先
生

　
　
　 

　
　（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
ひ
め
や
ま
幼
稚
園
）

今
村
　
花
永
先
生

（
社
会
福
祉
法
人
姫
山
会
寒
田
ひ
め
や
ま
保
育
園
）

中
澤
　
し
お
り
先
生

（
学
校
法
人
溝
部
学
園
ひ
ら
た
保
育
園
）

　
　
日
時
／
令
和
６
年
10
月
17
日
（
木
）
10
時
40
分
〜
12
時
10
分

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
本
館
1
2
5
教
室

　第
八
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「幼
稚
園
教
諭
の
役
割
と
指
導
実
践
」

（
幼
児
教
育
学
科
１
年
次
生
対
象
）

　
　
講
師
／
大
分
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

理
事
・
広
報
・
P
T
A
委
員
長
　
藤
垣
　
勝
志 

先
生

理
事
・
広
報
・
P
T
A
委
員
　
奥
村
　
み
は
る 

先
生

認
定
こ
ど
も
園
め
ぐ
み
幼
稚
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
育
教
諭
　
岩
久
　
葵 

先
生

　
　
日
時
／
令
和
７
年
１
月
17
日
（
金
）
13
時
〜
14
時

　
　
会
場
／
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
　
本
館
階
段
教
室

【
介
護
福
祉
学
科
】

　第
一
回
　キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

　
　「令
和
6
年
度 

大
分
県
高
齢
者
福
祉
施
設
等
実
践
研
究
大
会
」

　　
（
介
護
福
祉
学
科
1
・
2
年
次
生
対
象
）

　
　
日
時
／
令
和
６
年
10
月
22
日
（
火
）
13
時
00
分
〜
16
時
00
分

　
　
会
場
／
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
　
2
階
二
豊
の
間



実施日：令和6年９月30日（月）９：00～16：00
会　場：別府溝部学園短期大学　
参加者：食物栄養学科１・２年生、教職員

溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報（ 5 ）令和７年３月14日　第74号

　栄養士資格取得必須科目である給食管理学外実習は、
栄養士になる学生にとって重要であり集大成でもある。
この日の午前に報告会を午後に座談会を行った。今年度
の給食学外実習は実習期間中に台風10号に見舞われ、
日程の調整を行うなど不安のなか実施されたが、無事
に実習を満了することができ、その実習での成果報告
である。報告者は、食物栄養学科２年生で給食学外実習
を８～９月に実施した者15名であり、大分県の病院
５か所・宮崎県の病院２か所・高齢者施設７か所・
こども園１か所の計15か所について、本館3階の階段
教室を会場として１人10分程度の発表（スライド
使用）を行った。発表内容は、施設概要・実習内容・
研究テーマ内容・課題の取組み・考察等である。発表
する学生の満足した表情をみると、栄養士になるんだと
いう決意と実習を行った達成感が発表で伝わってきた。
　昼食の時間では、会場を125教室に移動し、お弁当を
全員で食べてから、教員が準備したお楽しみ会（ジェス
チャーゲーム等）を行った。１年生と２年生のコミュニ
ケーションが取れたところで、座談会が行われた。
大分市・中津市・宮崎県ごとや３つのコースごとに
６つの班に分かれ、２年生からより具体的なアドバイス
や学びについて、意見交換が行われ異学年の親睦を
深めることができた。会終了後のレポートでは、１・
２年生ともに大きな学びができたとの感想があった。

栄養士になるための給食管理学外実習
報告会＋座談会

Mizobe食のフェスタ
～野菜を食べてキラキラな毎日を‼～

　
私
は
中
学
か
ら
弓
道
を
始
め
、
中
学
・
高
校
で
は
納
得
の
い
く
結
果
を
出
せ
ず

悔
し
い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
て
か
ら
も
何
度
も
壁
に
当
た
り

諦
め
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
に
支
え
て
く
れ
た
の
は
一
緒
に
練
習
を

頑
張
っ
て
き
た
先
輩
や
仲
間
の
存
在
で
し
た
。

　
先
輩
は
高
校
が
同
じ
こ
と
も
あ
り
、
教
え
合
い
を
し
た
り
励
ま
し
て
も
ら
っ

た
り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
同
期
に
は

団
体
戦
に
出
る
た
め
の
人
数
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
何
度
も
勧
誘
し
続
け

入
部
し
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
練
習
で
は
、
的
に
中
て
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
や
試
合
で
も
同
じ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に
意
識
し
、

同
期
に
は
初
心
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
弓
道
の
基
本
や
中
て
る
た
め
の
コ
ツ
を

教
え
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
練
習
を
し
て
き
た
こ
と
で
、
最
後
の

九
州
大
会
で
は
個
人
優
勝
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
試
合
が
あ
る
度
に
引
率
を
し
、
選
手
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
全
力
で

試
合
に
挑
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
顧
問
・
副
顧
問
の
先
生
、
ま
た
側
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
２
年
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
４
月
か
ら
医
療
事
務
員
と
し
て
働
き
ま
す
。

こ
の
２
年
間
医
療
事
務
の
勉
強
や
実
習
な
ど
し
て
き
ま
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
や

や
り
方
な
ど
病
院
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
し
っ
か
り
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て

働
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
年
間
の
学
び

主
　将
　本
山
　愛
菜
　

弓道部

ハンドベル部年間活動報告 顧　問
　山香 陽子

　今年度は、別府以外の地域の方々に演奏を
聴いていただく機会に恵まれました。11月の
太陽の家ゆうわ「オータムフェス」では、入所
されている方々へ向けて演奏を披露しました。
ハンドベルの音色に合わせて歌声が聴こえたり、
手拍子が生まれたり。会場が一体となり、温
かい雰囲気の中で演奏させていただきました。
12月末の神崎校区児童育成クラブ「お楽しみ
会」では、ベルの持つ魅力や演奏の楽しさが
こどもたちへ伝わるよう、笑顔で楽しく演奏
し、こどもたちからは合唱のプレゼントをいた
だきました。
　OG活動では、大塚先生が1993年創部し、
学生27年間OGOB22年間ご指導したハンドベル
リンガーズ。11/24、18名のOGが集結し約
550回目のラストコンサート『ファイナル』を
開催。クロージングベルの響きと共に、31年半
の活動に幕を閉じました。
　学園のハンドベル活動は、引き続き地域の
皆様にお届けできるよう、精進してまいります。

　第２回Mizobe食のフェスタは、令和６年11月２日（土）３日（日）
ALL溝部・学園祭と同日開催で実施した。今回のテーマは、『野菜を
食べてキラキラな毎日を‼』とし、「フードブース」「栄養・健康ブース」
「ステージ企画」の3コーナーを用意した。
　「フードブース」は、食物栄養学科の学生が考案、調理した大分県
産品を使った、からあげドッグ・チキン南蛮ドッグ・カフェラテ・
ミルクもちを販売し、地産地消の普及啓発を行った。
　「栄養・健康ブース」は、大分県東部保健所様ご協力のもと、ベジ
チェック・食育SATシステム、大分県食品衛生協会様ご協力のもと、
手洗いチェックを行った。また、豆つまみゲームや旬の野菜輪投げ、
食品ロス削減推進に向けた掲示、スタンプラリーなど大人も子ども
も楽しんで学べるようにした。
　「ステージ企画」は、大分県応援団“鳥”である“めじろん”も登場
して、めじろんダンス・豪華景品がもらえる○×クイズ&食育クイズ
を行った。
　２日間で、延べ200名を越える方に参加していただいた。参加者
アンケートでは、Mizobe食のフェスタの内容について96.5％の方が
満足と回答し、自らの食生活や健康について考えるきっかけとなった
と回答した方は、94.9％であった。参加者の満足度は高く、「日頃の
食生活が見直せた」「楽しく学べた」「理想の食事を知ることができた」
「子どもも楽しめた」など、多くのうれしい声をいただいた。
　今回の第２回Mizobe食のフェスタでは、実体験を通して楽しみながら
自らの食事や地産地消について考えるきっかけになったと思われる。
今後も引き続き開催し、地域住民や学生、子どもたちなど、多くの
みなさまの健康増進につながる一助となれるよう発展させていき
たい。関係いただいた皆様に厚く御礼申し上げる。

第2回



令和６年度
介護福祉学科

　
介
護
人
材
育
成
と
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
、
介
護
福
祉
学
科
発
足
当
初
よ
り

取
り
組
ん
で
い
る
「
ふ
く
し
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
〜
き
ち
ょ
く
れ
！
楽
し
い
ん
デ
イ
〜
」

を
今
年
も
開
催
し
た
。
別
府
溝
部
学
園
高
等
学
校
2
・
3
年
生
を
対
象
と
し
た

「
溝
部
学
園
　
ふ
く
し
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」
と
地
域
の
高
齢
者
と
県
内
の
高
校
生
を

対
象
と
し
た
「
溝
部
学
園
　
地
域
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
た
。
参
加
し
た

高
校
生
や
地
域
の
方
に
、
介
護
の
素
晴
ら
し
さ
や
食
生
活
の
重
要
性
に
つ
い
て

披
露
し
た
。

１
回
目
　
「
溝
部
学
園
　
ふ
く
し
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」

〈
日
　
時
〉
令
和
６
年
６
月
14
日
（
金
）
午
前
８
時
40
分
〜
12
時
30
分

〈
場
　
所
〉
福
祉
介
護
棟
　
1
階
実
習
室

〈
対
象
者
〉
別
府
溝
部
学
園
高
等
学
校
3
年
生
　
51
名
　
学
内
関
係
者
　
８
名

２
回
目
　
「
溝
部
学
園
　
ふ
く
し
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」

〈
日
　
時
〉
令
和
６
年
11
月
８
日
（
金
）
午
前
８
時
40
分
〜
12
時
30
分

〈
場
　
所
〉
福
祉
介
護
棟
　
1
階
実
習
室

〈
対
象
者
〉
別
府
溝
部
学
園
高
等
学
校
2
年
生
　
13
名

　
　
　
　
　
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
留
学
生
　
55
名
　
学
内
関
係
者
　
９
名

３
回
目
　
「
溝
部
学
園
　
地
域
・
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」

〈
日
　
時
〉
令
和
６
年
11
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
13
時

〈
場
　
所
〉
福
祉
介
護
棟
　
1
階
実
習
室

〈
対
象
者
〉
平
田
地
区
　
33
名
　
内
竈
卓
球
ク
ラ
ブ
10
名
　
高
校
生
　
６
名

　
　
　
　
　
卒
業
生
・
保
護
者
　
４
名
　
学
内
関
係
者
　
９
名

〈
内
　
容
〉

　
テ
ー
マ
を
『
ほ
ん
わ
か
介
護
く
ん
』
と
決
め
、「
ほ
ん
と
う
に
わ
か
っ
て
す
る
介
護
」

の
必
要
性
を
視
覚
・
聴
覚
に
訴
え
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
学
生
と
教
員
に
よ
る
大
正
琴
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
統
括
・
劇
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
食
事
班
に
学
生
が
分
か
れ
、
各
班
と
も
に
福
祉
・
介
護
の

魅
力
を
伝
え
た
。
ま
た
、
興
味
・
関
心
が
湧
く
よ
う
、
参
加
者
自
ら
体
験
で
き
る

企
画
を
盛
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
対
象
者
の
特
性
に
合
わ
せ
た
内
容
と
す
る
た
め

に
、
学
生
が
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
、
地
域
の

方
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
あ
り
が
と
う
」
等
の
声
が
あ
っ
た
。
１
・
２
年
次
生
協
働
で
一
つ
の
大
き
な

行
事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
今
後
の

学
生
自
身
の
成
長
や
自
信
へ
と
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第43回
　
第
43
回
と
な
る
公
演
を
12
月
４
日
（
水
）
J
：
C
O
M

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
、
６
日
（
金
）
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

に
て
開
催
し
、
63
団
体
、
2
1
8
1
名
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
幕
が
上
が
る
前
に
指
遊
び
動
画
を
取
り
入
れ
、
副
理
事
長

の
ご
挨
拶
後
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
１
、
２
年
次
生
に
よ
る

ソ
ー
ラ
ン
節
に
新
た
に
鳴
子
を
取
り
入
れ
、
迫
力
あ
る
演
舞
を

披
露
し
ま
し
た
。
制
作
過
程
の
短
編
動
画
放
映
後
の
幕
間
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ミ
ゾ
ベ
ア
ー
、

ミ
オ
ン
ち
ゃ
ん
、
レ
オ
く
ん
が
登
場
す
る
と
、
こ
ど
も
達
は

歓
声
を
あ
げ
て
魅
入
っ
て
い
ま
し
た
。
１
年
次
生
演
目
「
見
習
い

サ
ン
タ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
大
作
戦
」
で
は
、
見
習
い
サ
ン
タ
達

が
ど
う
や
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
の
か
学
校
で
実
践

し
て
い
く
と
い
う
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
に
待
て
る
よ
う

な
内
容
や
観
客
参
加
型
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
休
憩
時
間
に

は
、
有
志
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
や
授
業
風
景
を
放
映
し

ま
し
た
。
２
年
次
生
演
目
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル

〜
時
間
を
超
え
る
愛
〜
」
で
は
、
背
景
幕
、
大
道
具
、
小
道
具
、

衣
装
な
ど
舞
台
の
す
べ
て
を
学
生
が
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
し
、
愛

の
源
と
な
る
親
子
愛
を
テ
ー
マ
に
、
こ
ど
も
を
想
う
親
の

気
持
ち
、
時
間
を
超
え
て
循
環
し
て
い
く
愛
の
力
を
表
現
し
、

観
に
来
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
傍
に
い
る
人
や
物
、

自
然
を
大
切
に
で
き
る
愛
を
も
っ
た
大
人
に
な
れ
る
よ
う

願
い
を
込
め
て
創
作
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
か
ら
の
挨
拶

の
後
、「
ス
マ
イ
ル
〜
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
明
日
へ
」
を
合
唱
し
、

客
席
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
振
付
を
踊
る
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
３
公
演
を
通
し
、
こ
ど
も
た
ち
に
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
２
月
21
日
（
金
）（
18
：
00
〜
19
：
30
）
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
の
学
生
達
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
、

大
分
市
の
J
：
C
O
M
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
・
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
2
0
0
名

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
生
個
人
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
リ
メ
イ
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
デ
ザ
イ
ン
・

パ
タ
ー
ン
を
一
か
ら
作
成
し
た
ド
レ
ス
等
の
作
品
を
披
露
致
し
ま
し
た
。

　
授
業
の
中
で
、
思
う
よ
う
に
縫
え
な
か
っ
た
り
等
試
行
錯
誤
し
た
分
、
学
生
個
人

の
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た
作
品
が
出
来
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
作
品
の
製
作
の
み
な
ら
ず
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
向
け
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

レ
ッ
ス
ン
や
メ
イ
ク
、
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
、
B
G
M
、
照
明
・
演
出
ま
で
ト
ー
タ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
し
た
。
会
場
は
県
内
の
高
校
生
や
、

保
護
者
の
方
々
、
卒
業
生
等
の
観
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。

　
不
安
と
緊
張
で
一
杯
だ
っ
た
学
生
達
で
し
た
が
、
本
番
を
迎
え
る
と
斬
新
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
堂
々
と
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
き
、
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
い
く
姿
に
胸
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。

　
本
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
道
で
飛
躍
す
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
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（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

後
藤
　夢
叶

【
準
２
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

後
藤
　暖
乃

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

平
川
　歌
恋

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
日
本
語
コ
ー
ス
（
秋
）
2
年
）

L
I 

J
I
N
G
Y
A
O

【
3
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

山
下
　真
旺

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

伊
東
　翠
月

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
1
年
）

佐
々
木
翔
太

第
89
回
文
書
デ
ザ
イ
ン
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
6
年
7
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

西
﨑
　莉
央

（
食
物
栄
養
学
科
医
事
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

嬉
野
　遥
香

【
2
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

伊
東
　翠
月
　都
　ほ
の
か

【
3
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

後
藤
　暖
乃
　山
下
　真
旺

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

岡
内
　琉
生
　神
田
　愛
海
　吉
岡
　美
凰

第
91
回
文
書
デ
ザ
イ
ン
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
6
年
7
月
実
施
）

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

麻
生
　優
佳
　笠
置
　結
蘭
　佐
藤
　優
菜

第
89
回
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
6
年
7
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

麻
生
　優
佳
　笠
置
　結
蘭

第
69
回
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
6
年
12
月
実
施
）

【
2
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

佐
藤
　優
菜

第
70
回
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
７
年
２
月
実
施
）

【
2
　
級
】

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

能
丸
　桂
輔

第
77
回
文
章
入
力
ス
ピ
ー
ド
認
定
試
験
日
本
語
合
格
者

（
令
和
6
年
7
月
実
施
）

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

都
　ほ
の
か

第
139
回
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
６
年
7
月
実
施
）

【
１
　
級
】

（
食
物
栄
養
学
科
保
育
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

長
野
　真
侑

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

仲
村
　璃
南

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

都
　ほ
の
か

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
1
年
）

佐
々
木
翔
太

（
食
物
栄
養
学
科
医
事
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

佐
藤
　詩
唯

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）岡本

明
花
里
　小
玉
　妃
菜

【
準
２
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

後
藤
　夢
叶

（
幼
児
教
育
学
科
1
年
）

橘
　
　彩
織
　塚
﨑
　歌
音
　秦
野
　柚
那

増
尾
り
り
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

後
藤
　暖
乃
　山
下
　真
旺

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

豊
田
　弥
月

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

伊
東
　翠
月
　岡
内
　琉
生
　平
川
　歌
恋

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

山
本
　翔
太

第
141
回
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
6
年
12
月
実
施
）

【
2
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

笠
置
　結
蘭

（
食
物
栄
養
学
科
保
育
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

德
丸
　亜
美

【
準
２
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

麻
生
　優
佳

第
137
回
情
報
処
理
技
能
検
定
試
験（
表
計
算
）合
格
者

（
令
和
6
年
7
月
実
施
）

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

麻
生
　優
佳
　笠
置
　結
蘭

第
140
回
情
報
処
理
技
能
検
定
試
験（
表
計
算
）合
格
者

（
令
和
７
年
２
月
実
施
）

【
1
　
級
】

（
食
物
栄
養
学
科
医
事
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

嬉
野
　遥
香

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

都
　ほ
の
か

【
2
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

豊
田
　弥
月

【
2
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

後
藤
　夢
叶
　西
﨑
　莉
央

【
準
2
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

麻
生
花
音
莉

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

豊
田
　弥
月

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

小
玉
　妃
菜

【
3
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

平
川
　歌
恋

第
79
回
文
章
入
力
ス
ピ
ー
ド
認
定
試
験
日
本
語
合
格
者

（
令
和
6
年
12
月
実
施
）

【
準
2
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

麻
生
　優
佳
　笠
置
　結
蘭

【
3
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

佐
藤
　優
菜

第
80
回
文
章
入
力
ス
ピ
ー
ド
認
定
試
験
日
本
語
合
格
者

（
令
和
7
年
２
月
実
施
）

【
準
1
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

大
園
穂
乃
香

【
3
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

後
藤
　暖
乃

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

伊
東
　翠
月

色
彩
検
定
合
格
者

（
令
和
6
年
6
月
実
施
）

【
２
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
2
年
）

甘
利
　彩
夏

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

天
沼
ヒ
カ
ル

　

色
彩
検
定
合
格
者

（
令
和
6
年
11
月
実
施
）

【
2
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

平
川
　歌
恋

【
３
　
級
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
1
年
）

麻
生
花
音
莉
　後
藤
　暖
乃
　山
下
　真
旺

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
年
）

豊
田
　弥
月

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
年
）

伊
東
　翠
月
　大
園
穂
乃
香
　神
田
　愛
海

後
藤
　夢
叶
　西
﨑
　莉
央
　都
　ほ
の
か

森
　あ
ゆ
み
　吉
岡
　美
凰
　
　
　
　
　
　

第
52
回
福
祉
住
環
境
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験
合
格
者

（
令
和
6
年
7
月
実
施
）

【
3
　
級
】

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

安
東
　永
遠
　岡
本
明
花
里
　甲
斐
　美
来

（
介
護
福
祉
学
科
留
学
生
コ
ー
ス
2
年
）

M
A
Y 

T
H
U 

T
H
U 

K
H
A
I
N
G

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

（
令
和
7
年
1
月
実
施
）

【
認
　
定
】

（
食
物
栄
養
学
科
保
育
健
康
コ
ー
ス
2
年
）

清
原
　亜
弓

（
食
物
栄
養
学
科
保
育
健
康
コ
ー
ス
1
年
）

松
田
　蒼
史
　長
野
　真
侑

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

清
松
　紗
貴
　山
本
　翔
太
　渡
邉
　倫
可

（
介
護
福
祉
学
科
1
年
）

A
U
N
G 

K
H
A
N
T 

P
H
Y
O

A
U
N
G 

M
Y
I
N
T 

M
Y
A
T

A
N
O
N
U
E
V
O 

N
I
C
O
L
E 

K
A
Y
E 

S
A
N
T
I
A
G
O

伊
藤
　夏

E
I 

Y
I
N 

M
O
N

後
藤
　拓
人

H
S
U 

H
L
A
I
N
G

得
丸
　美
空
　藤
戸
　琴
音

M
I
N 

S
I
T
T 

P
A
I
N
G

W
A
I 

Y
A
N 

P
H
O
N
E 

M
Y
I
N
T

W
A
I 

W
A
I 

T
H
A
W

（
介
護
福
祉
学
科
留
学
生
コ
ー
ス
2
年
）

T
H
E
T 

M
Y
A
T 

N
O
E 

L
W
I
N

K
H
I
N 

S
A
B
A
L 

L
W
I
N

S
H
W
E 

S
I
N 

W
I
N

H
T
A
Y 

W
I
N

N
A
N
T 

H
S
U 

M
Y
A
T 

W
A
I

N
I 

N
I 

L
W
I
N

H
N
I
N 

T
H
U
Z
A
R 

P
H
Y
O

P
A
L
A
L

P
H
Y
O 

P
Y
A
E 

M
Y
I
N
T 

M
Y
A
T 

O
O

M
A
Y 

M
O
E 

S
A
T
T

R
U
P
A
R 

T
H
A
N
T

　来年度の溝部学園創設80周年記念を目前に、今年度は「ALL 溝部学園・
学園祭 2024」と銘打ち、令和6年11月２日（土）・３日（日）に別府溝部学園
短期・別府溝部学園高等学校・大分県歯科技術専門学校・幼保連携型認定こども
園ひめやま幼稚園の４部門合同での学園祭を実施しました。
　短期大学学園祭のテーマは、「学園祭が学生それぞれの思い出の物語の１ページ
になってほしい」という意味と「新しい試みである４部門合同学園祭の物語の
スタート」という意味を込めて『Story』としました。
　時期が変更になっただけでなく、今回は溝部高校の実行委員の生徒たちと
本学実行委員の学生たちで企画した合同イベントの実施など趣向を凝らした
イベントが実施されました。企画の１つでは、短大、歯科、高校の各チェック
ポイントを回り『HAPPINESS』の文字を完成させると、購買で使える好きな
アイスの引換券が当たるスタンプラリーを実施しました。応募総数は100通を
超え、短大・歯科・高校の学生、生徒のみならずひめやま幼稚園の園児からの
応募もいくつかあり楽しいイベントとなりました。
　ただ初日は台風の襲来予報。11月のおだやかな秋空とは裏腹に、暴風が吹き
荒れ、模擬店の通常運営やグラウンドに設置した特設ステージではステージ
イベントを実施することが出来ませんでした。
　２日目は前日が嘘だったような晴天に恵まれました。急遽スケジュールを
変更し、初日出来なかった
ステージイベントを実施
しました。今年度は留学生
が多数入学したおかげで
ステージイベントも各国
のダンスや歌などたくさん
披露されました。
　模擬店では、いままで
短大・歯科のみの出店だっ
たものが、高校、幼稚園
の保護者の方たちの出店
があり様々な料理で溢れ
ました。縦割りの組織の
垣根を越え、年齢も様々
な若人が集まり、弾ける
ような笑顔を見ることが
できました。学生、生徒
たちもテーマに込められた

「物語」の１ページを記録
できたのではないでしょ
うか。

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン・イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
証

（
令
和
7
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
幼
児
教
育
学
科
2
年
）

阿
部
　瑞
生
　上
田
　玲
奈
　川
野
　七
海

簡
　
　椋
司
　佐
藤
　千
夏
　佐
藤
　光
織

中
津
留
　鈴
　稗
田
　悠
乃
　飛
河
　一
咲

藤
原
　彩
乃
　村
上
伊
桜
里
　中
原
　舞
子

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

須
藤
　舞
乃
　安
東
　永
遠
　岡
本
明
花
里

甲
斐
　美
来
　吉
良
　陽
向
　倉
八
　玲
香

小
玉
　妃
菜
　財
前
　怜
央
　佐
藤
　将
琉

月
元
　
　栞
　中
山
　
　陸
　能
丸
　桂
輔

松
尾
　雅
喜
　山
本
　翔
太
　渡
邉
　倫
可

手
話
講
習
会
入
門
課
程
修
了
証
書

（
令
和
7
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
医
療
事
務
コ
ー
ス
2
年
）

甲
斐
　美
愛
　後
藤
　
　朔
　西
田
　春
香

野
々
下
あ
や
か

　本
山
　愛
菜
　
　
　
　
　
　

（
食
物
栄
養
学
科
医
事
健
康
コ
ー
ス
2
年
）

田
中
　
　舞
　冨
田
　理
乃
　射
場
　萌
子

甲
斐
る
み
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
介
護
福
祉
学
科
2
年
）

須
藤
　舞
乃
　安
東
　永
遠
　岡
本
明
花
里

甲
斐
　美
来
　吉
良
　陽
向
　倉
八
　玲
香

小
玉
　妃
菜
　財
前
　怜
央
　佐
藤
　将
琉

S
A
W 

E
H 

B
L
U
T
E 

H
T
O
O

月
元
　
　栞

T
H
I
R
I 

M
A
U
N
G 

M
A
U
N
G

中
山
　
　陸
　能
丸
　桂
輔
　松
尾
　雅
喜

山
本
　翔
太
　渡
邉
　倫
可
　
　
　
　
　
　

（
介
護
福
祉
学
科
留
学
生
コ
ー
ス
2
年
）

Y
E 

W
I
N
T 

L
I
N
N 

L
A
T
T

A
Y
E 

A
Y
E 

M
O
N

S
U 

P
O
N
E 

C
H
I
T

T
H
E
T 

M
Y
A
T 

N
O
E 

L
W
I
N

N
A
N
G 

S
H
W
E 

K
H
A
M

P
W
I
N
T 

P
H
O
O 

M
Y
A
T

M
A
Y 

T
H
U 

T
H
U 

K
H
A
I
N
G

M
A
Y 

M
Y
A
T 

K
A
U
N
G 

S
A
N

温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
基
礎
課
程
修
了
証（
履
修
証
明
書
）

（
令
和
7
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

草
地
　佳
穂

温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
応
用
課
程
修
了
証（
履
修
証
明
書
）

（
令
和
7
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

草
地
　佳
穂

温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
認
定
証（令

和
7
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

草
地
　佳
穂

温
泉
入
浴
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
課
程
修
了
証

（
令
和
7
年
3
月
取
得
）

【
認
　
定
】

（
食
物
栄
養
学
科
温
泉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー
ス
2
年
）

草
地
　佳
穂

各
種
技
能
検
定
試
験
合
格
者
一
覧

祝祝祝

学園祭報告

溝部学園　別府溝部学園短期大学広 報（ 7 ）令和７年３月14日　第74号



効
果
を
検
証
し
た
。

８ 

既
存
の
概
念
を
覆
す
国
東
オ
リ
ー
ブ

　 

の
活
用
法

　
　 

〜 

廃
棄
か
ら
消
費
へ
の
意
識
改
革 

〜

（
研
究
者
）射
場
　
萌
子
・
清
原
　
亜
弓

伊
藤
　
颯
良
　
　
　
　
　
　

　
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
用
し
な
い

オ
リ
ー
ブ
の
渋
抜
き
処
理
作
業
の
軽
減
化
、

廃
棄
さ
れ
て
い
た
不
良
果
実
と
オ
リ
ー
ブ

果
実
搾
油
残
渣
を
粉
末
に
加
工
し
た
も
の

を
利
用
し
た
商
品
開
発
に
成
果
が
出
た
。

【
幼
児
教
育
学
科
】

1
　

保
育
現
場
に
お
け
る
方
言
使
用
の
捉
え

方
の
理
解
と
大
分
弁
を
用
い
た
紙
芝
居

の
制
作

（
研
究
者
）秋
吉
　
　
楓
・
岩
本
　
仁
菜

松
元
　
那
奈
・
中
原
　
舞
子

吉
田
　
　
星
　
　
　
　
　
　

　
方
言
の
使
用
に
つ
い
て
実
習
を
通
し
て

疑
問
を
感
じ
、
現
場
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

し
た
。
場
面
に
よ
っ
て
使
い
分
け
を
し
て

い
る
園
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、

方
言
を
使
っ
た
紙
芝
居
を
作
成
し
た
。

２ 

外
国
籍
の
こ
ど
も
た
ち
の
困
り
ご
と

　
　 

〜
別
府
市
の
現
状
〜

（
研
究
者
）簡
　
　
椋
司
・
塩
月
　
陽
奈

飛
河
　
一
咲
・
山
下
　
り
ん

吉
田
　
日
向
　
　
　
　
　
　

　
別
府
市
に
多
く
暮
ら
す
外
国
籍
の

こ
ど
も
た
ち
の
困
り
ご
と
を
訪
問
や

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
調
査
し
、
多
文
化

保
育
や
共
生
の
立
場
か
ら
人
間
関
係

づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
私
た
ち
の
今
後

の
課
題
と
考
え
た
。

３
　

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
絵
本
の
魅
力
と

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
・
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
の
製
作

（
研
究
者
）川
野
　
有
理
・
木
原
　
　
凛

齊
藤
　
美
涼
・
新
森
　
結
希

歳
納
　
里
奈
・
村
井
　
　
遥

　
絵
本
の
魅
力
を
研
究
、
そ
の
中
か
ら

絵
本
や
手
遊
び
歌
を
基
に
し
た
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
「
三
匹
の
こ
ぶ
た
」
や
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
「
お
お
き
く
な
っ
た
ら

な
ん
に
な
る
？
」
を
製
作
し
た
。

４
　
大
分
県
内
の
児
童
養
護
施
設
及
び

乳
児
院
を
対
象
と
し
た
利
用
児
童
や

支
援
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査

（
研
究
者
）阿
部
　
瑞
生
・
川
野
　
七
海

上
田
　
玲
奈
・
奥
村
　
友
希

兒
玉
　
羽
琉
　
　
　
　
　
　

　
大
分
県
内
の
児
童
養
護
施
設
及
び

乳
児
院
を
対
象
に
、
利
用
児
童
や
支
援

ニ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
高
年
齢
児
童
の
増
加
や
虐
待
等
を

理
由
と
す
る
入
所
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

５
　

子
育
て
を
支
え
る
連
絡
帳

　
　  
― 

文
章
表
現
の
工
夫 

―

（
研
究
者
）河
野
　
有
紀
・
後
藤
沙
也
佳

藤
原
　
彩
乃
・
村
上
伊
桜
里

　
連
絡
帳
が
保
育
者
と
保
護
者
の
関
係

を
つ
な
ぐ
た
め
に
ど
の
様
に
活
用
さ
れ
る

か
、
園
児
の
保
護
者
に
対
す
る
子
育
て

支
援
の
実
態
を
調
査
し
、
保
護
者
が
安
心

す
る
連
絡
帳
の
書
き
方
の
工
夫
を
考
察

し
た
。

６ 

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

　
　 

〜
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
子
ど
も
と

　
　
　
　
　
　
　
保
護
者
に
対
す
る
対
応
法
〜

（
研
究
者
）佐
藤
　
千
夏
・
佐
藤
　
光
織

竹
元
　
愛
実
・
中
津
留
　
鈴

稗
田
　
悠
乃
　
　
　
　
　
　

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
園
内
で

症
状
が
出
た
際
に
は
、
子
ど
も
の
症
状

に
合
っ
た
対
応
を
し
た
り
、
保
護
者
へ

詳
し
く
症
状
を
伝
え
た
り
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

【
介
護
福
祉
学
科
】

1
　

身
近
な
交
通
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
　
― 

全
て
の
人
が
よ
り
良
い
生
活
を

　
　
　
　
　
　
　
　
送
る
た
め
の
交
通
手
段 

―

（
研
究
者
）
小
玉
　
妃
菜
・
能
丸
　
桂
輔

末
光
　
優
貴
・
メ
イ
ツ
ゥ
ツ
ゥ
カ
イ
ン

イ
ェ
ウ
ン
リ
ン
ラ
ェ

　
人
の
生
活
に
は
、
病
院
受
診
な
ど
外
出

す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
て
も
、
移
動
距
離
の
問
題
や

天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ

で
、「
全
て
の
人
が
よ
り
良
い
生
活
を
送
る

為
の
交
通
手
段
」
の
調
査
を
行
っ
た
。

２ 

別
府
市
と
竹
田
市
の

　
　
　
　
介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み

　
　
― 

通
い
の
場
へ
の
参
加
率
が
全
国
一
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
の
は
な
ぜ
か 

―

（
研
究
者
）
岡
本
明
花
里
・
倉
八
　
玲
香

松
尾
　
雅
喜
・
ソ
ー
エ
ブ
ル
ト
ゥ
ー

メ
イ
ミ
ャ
ッ
カ
ウ
ン
サ
ン

　
大
分
県
の
総
合
事
業
の
中
に
、
介
護

予
防
に
資
す
る
住
民
主
体
の
「
通
い
の
場
」

の
利
用
率
は
10
年
間
連
続
日
本
一
位
、

竹
田
市
の
参
加
率
は
県
内
一
位
と
の

ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
た
。

実
際
、
介
護
予
防
教
室
を
参
加
し
、

市
役
所
へ
の
聞
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

３ 

認
知
症
の
家
族
へ
の
支
援
方
法

　
　 

― 

家
族
会
へ
の
参
加
を
通
し
て 

―

（
研
究
者
）
安
東
　
永
遠
・
佐
藤
　
将
琉

渡
邉
　
倫
可
・
ナ
ン
シ
ュ
エ
カ
ン

テ
ィ
ミ
ャ
ッ
ノ
ー
ル
ウ
ィ
ン

　
実
習
中
、
認
知
症
の
利
用
者
と
関
わ
っ

た
こ
と
で
認
知
症
に
つ
い
て
興
味
を
抱
い

た
。
ま
た
認
知
症
の
家
族
が
互
い
に
支
え

合
う
会
で
あ
る
「
家
族
会
」
に
参
加
し
た
。

そ
こ
で
、
認
知
症
の
利
用
者
と
家
族
の

視
点
か
ら
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
研
究

を
行
っ
た
。

４
　

高
齢
者
へ
の
音
楽
療
法
に
つ
い
て

　
　 

― 

音
楽
療
法
の
効
果 

―

（
研
究
者
）
月
　
元
　
栞
・
財
前
　
怜
央

吉
良
　
陽
向
・
ス
ポ
ウ
ン
チ
ッ

テ
ィ
リ
マ
ウ
ン
マ
ウ
ン

　
実
習
先
で
音
楽
療
法
を
取
り
入
れ
て

い
る
高
齢
者
施
設
が
あ
っ
た
。
音
楽
療
法

を
行
う
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た

ら
す
の
か
知
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
音
楽
療
法
を
実
際
に
提
供
し
て

い
る
施
設
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を

行
う
こ
と
に
し
た
。

５ 

介
護
美
容
を
利
用
し
て
得
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
効
果
に
つ
い
て

　
　
― 

介
護
美
容
と
は 

―

（
研
究
者
）
甲
斐
　
美
来
・
中
山
　
　
陸

山
本
　
翔
太
・
エ
ー
エ
ー
モ
ン

プ
ゥ
ィ
ン
プ
ー
ミ
ャ
ッ

　
実
習
を
行
っ
た
際
に
美
容
を
し
て
い
る

方
や
し
て
い
な
い
方
が
い
た
。
介
護
美
容

を
行
う
こ
と
で
心
の
ケ
ア
や
自
己
肯
定

感
、
自
尊
心
が
向
上
し
、
精
神
的
な
安
定

や
幸
福
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
分

か
っ
た
。

【
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

　
　
　
　
　
医
療
事
務
コ
ー
ス
】

1 

難
治
性
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

　
　 

〜
完
治
ま
で
の
道
の
り
〜

（
研
究
者
）甲
斐
　
美
愛
　
　
　
　
　
　

　
幼
少
期
の
時
に
難
治
性
ネ
フ
ロ
ー
ゼ

症
候
群
と
診
断
を
受
け
長
期
間
の
入
院
・

退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
再
発
を
繰
り

返
し
た
が
新
薬
の
登
場
に
よ
り
、
幸
い

に
も
寛
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
が

体
験
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
詳
し
く

知
り
た
い
と
思
い
、
研
究
の
テ
ー
マ
と

し
た
。

２ 

過
敏
性
腸
症
候
群
に
つ
い
て

　
　 

〜
再
発
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
〜

（
研
究
者
）後
藤
　
　
朔
　
　
　
　
　
　

　
私
は
中
学
2
年
生
の
時
に
過
敏
性
腸

症
候
群
を
経
験
し
た
。
過
敏
性
腸
症
候
群

と
は
、
腹
痛
と
便
秘
ま
た
は
下
痢
を
慢
性

的
に
繰
り
返
す
疾
患
の
こ
と
で
あ
る
。

原
因
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
が

実
際
の
体
験
を
も
と
に
、
過
敏
性
腸
症
候

群
を
予
防
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
考
察
し
た
。

３ 

A
D
H
D
に
つ
い
て

　
　 

〜
A
D
H
D
が
日
常
生
活
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
ぼ
し
た
影
響
〜

（
研
究
者
）西
田
　
春
香
　
　
　
　
　
　

　
A
D
H
D
は
発
達
障
害
の
一
種
で

不
注
意
や
多
動
性
、
衝
動
性
な
ど
の
特
性

が
見
ら
れ
る
症
候
群
で
、
私
は
A
D
H
D

と
の
診
断
を
受
け
た
。
私
の
小
中
高
時
代

の
体
験
や
、
ど
の
よ
う
に
思
い
過
ご
し
て

き
た
か
を
含
め
て
、
A
D
H
D
が
私
の

日
常
生
活
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て

発
表
す
る
。

４ 

胆
嚢
結
石
に
つ
い
て

　
　 

〜
発
症
と
再
発
の
予
防
〜

（
研
究
者
）野
々
下
あ
や
か
　
　
　
　
　

　
私
の
姉
は
5
年
前
の
2
0
2
0
年
7
月

頃
に
胆
嚢
結
石
を
発
症
し
た
。
発
症
に
は
、

食
生
活
が
主
な
要
因
と
さ
れ
て
い
る
。

私
の
姉
は
胸
痛
や
腹
痛
な
ど
の
重
い
症
状

を
経
験
し
た
。
そ
の
た
め
、
胆
嚢
結
石

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
発
症
と
再
発

の
予
防
に
つ
い
て
研
究
し
た
。

５ 

関
節
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て

　
　 

〜
祖
母
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
〜

（
研
究
者
）本
山
　
愛
菜
　
　
　
　
　
　

　
私
の
祖
母
は
2
0
0
9
年
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
罹
患
し
て

い
る
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
調
査

を
行
う
な
か
で
、
こ
の
20
年
間
で
寛
解
率

が
大
幅
に
向
上
し
て
お
り
、
背
景
に
は

2
つ
の
要
因
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

【
食
物
栄
養
学
科
】

1 

調
理
に
お
け
る
サ
ツ
マ
イ
モ
葉
の

　 

有
効
活
用

（
研
究
者
）甲
斐
る
み
子
　
　
　
　
　
　

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
葉
は
、
現
在
、
廃
棄

さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
葉
に
は

多
く
の
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
私
は
、
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
調
理

法
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。

２ 

若
年
層
の
「
噛
む
こ
と
」
に
対
す
る

　 

食
生
活
の
改
善
に
向
け
て

　
　  

― 

食
育
の
で
き
る
栄
養
士
と
し
て
の
役
割 

―

（
研
究
者
）菅
原
　
美
涼
・
工
藤
恵
理
加

　
乳
幼
児
の
保
護
者
や
児
童
を
対
象
に

「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
」
こ
と
に
関
す
る

実
態
と
咀
嚼
効
果
の
認
知
度
を
把
握
し
た
。

そ
の
結
果
、
認
知
度
と
実
際
の
食
行
動

に
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が
私

た
ち
の
役
割
と
考
え
た
。

３ 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
郷
土
料
理
の

　 

提
案
in
宮
崎
県

（
研
究
者
）原
口
萌
乃
佳
・
田
中
　
　
舞

　
郷
土
料
理
継
承
活
動
に
向
け
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
郷
土
料
理
献
立
を

作
成
し
、
伝
承
活
動
と
し
て
公
開
講
座
の

実
施
と
食
生
活
に
悩
ん
で
い
る
対
象
者

に
郷
土
料
理
献
立
の
提
案
を
行
っ
た
。

４ 

若
い
世
代
が
朝
食
を
喫
食
！

　 

時
短
レ
シ
ピ
提
案

（
研
究
者
）佐
藤
　
咲
弥
・
冨
田
　
理
乃

　
幼
稚
園
に
通
う
園
児
の
保
護
者
に
朝
食

に
つ
い
て
事
前
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

時
短
で
調
理
す
る
保
護
者
が
多
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
朝
食
時
短
レ
シ
ピ

の
考
案
・
提
案
を
行
っ
た
。

５ 

高
齢
者
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

 

　
餅
と
お
や
つ
の
検
討

（
研
究
者
）安
部
ひ
か
り
・
塚
﨑
　
凜
音

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
餅

に
つ
い
て
、
市
販
餅
、
大
根
餅
、
ゲ
ル

化
剤
を
使
用
し
た
餅
な
ど
6
種
類
の
餅

を
試
作
検
討
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
に

不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
を
補
い
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
お
や
つ
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

６ 
道
の
駅
「
耶
馬
ト
ピ
ア
」
周
辺
　

　 

観
光
化
の
可
能
性
と
集
客
力
ア
ッ
プ

　 

を
探
る

（
研
究
者
）末
吉
　
輝
空
・
草
地
　
佳
穂

川
野
　
朱
音
・
鳥
丸
　
史
道

　
若
者
を
対
象
と
す
る
集
客
力
の
ア
ッ
プ
、

特
産
品
で
あ
る
そ
ば
の
消
費
量
拡
大
を

目
指
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
地
域

の
魅
力
を
把
握
し
、
地
域
と
の
交
流
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
、
S
N
S
に
よ
る
情
報

発
信
や
、
そ
ば
を
使
っ
た
商
品
の
試
作

を
試
み
た
。

７ 

食
に
関
す
る
お
手
伝
い
の
意
識
付
け

　 

を
ど
う
図
る
か

　
　 

〜 

餅
ヶ
浜
保
育
園
と
の

　
　
　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
通
し
て 

〜

（
研
究
者
）川
野
　
朱
音
・
鳥
丸
　
史
道

末
吉
　
輝
空
・
草
地
　
佳
穂

　
子
ど
も
の
“
お
手
伝
い
”
へ
の
意
識

付
け
を
図
る
た
め
、
ク
ッ
キ
ン
グ
や

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て

子
ど
も
へ
の
声
か
け
を
探
っ
た
。
そ
の

結
果
お
手
伝
い
を
促
す
冊
子
を
考
案
し

卒
業
研
究
報
告 

〜
二
年
間
の
成
果
〜

　
令
和
６
年
の
学
外
研
修
で
は
ア
イ
ス

シ
ョ
ー
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
オ
ン
・
ア
イ
ス
」

を
福
岡
市
博
多
区
の
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡

で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
の
１
・

２
年
生
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル

コ
ー
ス
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
・
医
療
事
務
コ
ー
ス
）
の
学
外

研
修
は
、
コ
ー
ス
や
学
年
の
枠
を
超
え
て

学
生
同
士
や
教
員
と
の
親
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
、
多
様
な
研
修
を
通
じ
て
感
性

を
磨
き
、
共
感
す
る
力
や
社
会
性
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
オ
ン
・
ア
イ
ス
」
は
、

　
令
和
６
年
度
留
学
生
学
外
研
修
と
し

て
、
留
学
生
１
６
１
名
と
教
員
で
稲
積

水
中
鍾
乳
洞
へ
行
き
ま
し
た
。
９
月
に

入
学
し
た
新
入
生
と
先
輩
た
ち
・
教
員

と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
当
日
は
鍾
乳

洞
見
学
や
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
語
を
使
っ
て
、

違
う
国
の
学
生
と
も
積
極
的
に
交
流
す
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
鍾
乳
洞
を
初
め
て
目
に
す
る
学
生
も

多
く
、
太
古
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
見
学

し
ま
し
た
。
ま
た
、
併
設
の
昭
和
レ
ト
ロ

を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
で
昔
の
日
本
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
、
日
本
庭
園
を
歩
い

た
り
と
日
本
の
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は

協
力
し
て
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
を
学
生

た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、「
自
立
・

自
活
」
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

様
々
な
理
由
で
食
べ
ら
れ
な
い
食
材
が

あ
る
学
生
も
い
る
中
、
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
食
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
学
外
研
修
で
は
留
学
生
同
士
の

交
流
の
み
な
ら
ず
、
大
分
県
や
日
本
の

文
化
・
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

氷
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

シ
ョ
ー
で
す
。
今
回
の
公
演
で
は
、『
塔
の

上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
』『
美
女
と
野
獣
』

な
ど
の
名
作
が
華
や
か
に
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
は
感
動
に
包
ま
れ
、
盛
大
な

拍
手
の
中
で
研
修
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
を
鑑
賞
し
た
学
生

も
多
く
、
世
界
レ
ベ
ル
の
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
名
曲
、
華
や
か
な
衣
装

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
視
点
で
刺
激

を
受
け
た
よ
う
で
す
。
こ
の
研
修
で
得
た

経
験
や
感
動
は
、
卒
業
研
究
や
卒
業
制
作

を
は
じ
め
、
今
後
の
作
品
制
作
や
ア
イ
デ
ア

に
有
意
義
に
活
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
大
分
県
の
学
校
給
食
で
も
提
供
さ
れ
て

い
る
「
み
ど
り
牛
乳
」
は
大
分
県
下
の

牧
場
で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
牛
乳
を
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て

い
る
の
か
の
実
際
を
知
る
学
生
は
少
な
く
、

教
員
も
知
ら
な
い
者
が
多
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
今
年
度
の
学
外
研
修
で
は
搾
乳

体
験
を
中
心
と
し
た
『
酪
農
体
験
』
を

研
修
に
取
り
入
れ
た
。

　
今
回
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
の
は

杵
築
市
山
香
町
の
山
頂
に
位
置
す
る

「
た
ば
た
牧
場
」
で
、
こ
こ
で
は
、
１
ト
ン

も
あ
る
乳
牛
を
40
頭
ほ
ど
飼
育
し
て

お
り
、
搾
っ
た
生
乳
は
「
九
州
乳
業
株
式

会
社
」
に
卸
さ
れ
県
内
は
も
ち
ろ
ん
県
外

に
も
流
通
し
て
い
る
。

　
学
生
は
、
午
前
中
に
『
搾
乳
体
験
』

と
し
て
実
際
に
手
絞
り
で
体
験
さ
せ
て

も
ら
い
、
日
頃
使
用
し
て
い
る
機
械
で
の

搾
乳
も
見
学
で
き
た
。
他
に
も
、
産
ま

れ
て
５
日
の
仔
牛
へ
の
哺
乳
体
験
も

行
っ
た
。
昼
食
で
は
、
会
場
を
公
民
館

に
移
動
し
て
大
分
県
の
畜
産
和
牛
の
試
食

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
午
後
の

活
動
で
は
、
み
ど
り
牛
乳
を
使
っ
た

『
バ
タ
ー
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
』
の

体
験
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
学
外
研
修
で
は
、
学
科
の
目
的

で
あ
る
「
親
睦
」
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
地
域
の
特
色
や
産
業
や
文
化
に

ふ
れ
る
目
的
と
し
て
「
命
の
学
び
」
が

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
学
生
は
「
牛
っ

て
大
き
く
て
可
愛
い
」
な
ど
と
話
な
が
ら
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
「
牛
肉
を
食
べ
て

い
る
」
現
実
を
受
け
止
め
、
感
慨
深
く

思
っ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
私
た
ち

が
勧
め
て
い
る
食
育
の
「
命
を
い
た
だ
く
」

学
び
と
し
て
、
食
材
を
粗
末
に
し
て
は
い
け

な
い
気
持
ち
を
学
べ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

食
物
栄
養
学
科
　
学
外
研
修

〜
命
を
い
た
だ
く
〜「
た
ば
た
牧
場
で
の
酪
農
体
験
」

2
0
2
4
年
６
月
29
日（
土
）　
場
所
：
杵
築
市
山
香
町
　
た
ば
た
牧
場

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
　
学
外
研
修

2
0
２
４
年
８
月
23
日（
金
）　
場
所
：
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡（
福
岡
市
）

留
学
生
学
外
研
修

2
0
２
４
年
12
月
６
日（
金
）

　
　
　
場
所
：
稲
積
水
中
鍾
乳
洞
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第27回
お魚さばき講座

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
情
報
を

機
能
的
・
視
覚
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
、

時
代
に
求
め
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
豊
か
で
柔
軟
な
発
想
で

自
分
独
自
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま

し
た
。
第
9
回
の
テ
ー
マ
は
「
ア
イ
ド
ル
」。

イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

多
く
の
高
校
生
、
学
生
か
ら
応
募
が

あ
り
、
素
晴
ら
し
い
感
性
に
あ
ふ
れ
た

作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。 

　最
優
秀
賞

　
　
水
沼  

桃
子
さ
ん

　
　
「
B
R
I
L
L
I
A
N
T
　
S
T
A
R 

L
I
G
H
T
」

　
（
未
来
高
等
学
校
2
年
）

　優
秀
賞

　
　
大
西  

晴
奈
さ
ん

　
　
「
L
O
V
E 

び
ー
む 

！
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
3
年
）

　
　
後
藤  

夢
叶
さ
ん

　
　
「
鏡
」

　
（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
1
年
）

　
　
西
﨑  

莉
央
さ
ん

　
　
「
g
i
ve 

o
u
t
」

（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
1
年
）

入

　賞

　
　
藤
内
　
心
美
さ
ん
「
ア
イ
ド
ル
」

（
大
分
国
際
情
報
高
等
学
校
２
年
）

　
　
山
岡
　
琴
葉
さ
ん「
デ
ビ
ル
系
地
下
ア
イ
ド
ル
」

（
大
分
高
等
学
校
１
年
）

　
　
榎
　
　
美
咲
さ
ん「
夢
の
ス
テ
ー
ジ
へ
」

（
大
分
県
立
別
府
翔
青
高
等
学
校
１
年
）

　
　
新
貝
　
　
光
さ
ん「
G
l
i
s
t
e
n
」

（
大
分
高
等
学
校
１
年
）

　
　
吉
岡
　
美
凰
さ
ん「
令
和
時
代
の
神
ア
イ
ド
ル
」

（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
１
年
）

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
グ
ラ
フ
ィッ
ク

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
１
、
２
年
生
に
よ
る

「
第
25
回
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

卒
業
制
作
・
学
生
作
品
展
2
0
2
5
」

が
、
令
和
７
年
２
月
20
日
（
木
）
〜

２
月
24
日
（
月
）
の
日
程
で
、
大
分
市

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
学
生
が
、

デ
ザ
イ
ン
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア

デ
ザ
イ
ン
、
写
真
、
素
描
、
工
芸
等
の
様
々
な

体
験
学
習
を
通
し
て
印
刷
、
出
版
、
広
告
業
界

で
必
要
と
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
や
知
識
、

技
術
の
習
得
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
Ｃ
Ｇ
に
優
れ
た
Ｍ
ａ
ｃ

を
使
っ
て
制
作
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
作
品
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
、
ク
ロ
ス

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
）、
写
真
、
絵
画
、
素
描
、

基
礎
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ラ
ス
ト
、
卒
業
生
作
品
な
ど

約
2
0
0
点
が
展
示
さ
れ
た
。
作
品
に
は
学
生

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
お
り
、
5
0
0
名
を

越
え
る
多
く
の
方
々
に
関
心
を
も
っ
て
鑑
賞
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
。
今
回
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
と
し
て
の
学
生
作
品
展
は

25
回
目
と
な
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
出
品
点
数

も
増
え
内
容
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。
学
生
も

含
め
て
よ
い
経
験
と
な
っ
た
。
今
後
も
学
生
、

卒
業
生
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
。
　

　
令
和
６
年
度
幼
児
教
育
学
科
学
外

研
修
は
、「
稲
積
水
中
鍾
乳
洞
」、「
い
な

づ
み
白
山
川
キ
ャ
ン
プ
村
」
で
実
施
し

ま
し
た
。「
稲
積
水
中
鍾
乳
洞
」
は
、
2
億

年
以
上
前
か
ら
存
在
す
る
日
本
最
長
の

水
中
鍾
乳
洞
で
あ
り
、
洞
内
温
度
が
一

年
中
16
度
で
、
9
月
の
酷
暑
を
感
じ
さ

せ
な
い
快
適
な
空
間
で
し
た
。
珊
瑚
石

や
ベ
ル
ホ
ー
ル
、
ヘ
リ
ク
タ
イ
ト
な
ど

長
い
時
間
を
か
け
て
形
成
さ
れ
た
数
多
く

の
鍾
乳
石
を
じ
っ
く
り
見
な
が
ら
探
検

し
、
自
然
が
つ
く
り
上
げ
た
神
秘
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
い
な
づ
み
白
山
川
キ
ャ
ン
プ
村
」
で
は
、

1
、
2
年
生
の
交
流
を
目
的
に
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

青
空
の
下
、
学
生
と
教
員
全
員
が
広
場
に

集
ま
り
、
1
チ
ー
ム
5
、
６
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
物
語
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
送
り

ゲ
ー
ム
を
体
験
し
、
心
を
通
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
バ
ン
ガ

ロ
ー
に
て
、
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
や
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン

を
促
進
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
外
研
修
に
よ
り
自
然
や
仲
間
と
の

親
睦
が
深
ま
り
、
秋
学
期
か
ら
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
志
す
有
意
義
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　
令
和
６
年
度
介
護
福
祉
学
科
・
学
外

研
修
と
し
て
、
福
岡
博
多
座
に
て
ス
ー

パ
ー
歌
舞
伎
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
は
、
宙
乗
り
、
早

替
わ
り
な
ど
の
芸
や
現
代
風
の
音
楽
を

導
入
し
、
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
演
劇
で
、

留
学
生
か
ら
も
「
面
白
か
っ
た
」
と
い
う

声
が
た
く
さ
ん
あ
が
り
ま
し
た
。

　
1
9
8
6
年
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
の
始

ま
り
か
ら
演
じ
ら
れ

て
い
る
「
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
」
は
伝
統
や
歴
史

的
な
要
素
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
現
代
的
な

言
葉
遣
い
や
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
圧
巻
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

し
た
。

　
使
用
さ
れ
て
い
る

装
置
や
道
具
を
参
考

に
し
、「
ふ
く
し
・

ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
」
に

取
り
入
れ
よ
う
と

話
す
学
生
も
お
り
、

学
生
た
ち
の
学
び
は

大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
偶
然
に
も
当
日
は
博
多
座

公
演
で
は
二
回
し
か
な
い
、“
帝
の
部
屋
”

と
い
う
出
演
者
の
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
市
川
中
車
（
俳
優
：
香
川
照
之
）

さ
ん
と
ご
子
息
の
市
川
團
子
さ
ん
と
の

親
子
で
の
軽
快
な
ト
ー
ク
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
笑
い
の
絶
え

な
い
学
外
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
第
27
回
目
の
お
魚
さ
ば
き
講
座
」
で
は
、
学
生
の
授
業
の
一
環
で
も

あ
り
公
開
講
座
（
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
）
と
し
て
3
組
の
親
子
を
招
い
て
実
施

し
た
。
佐
伯
市
か
ら
こ
の
日
の
主
役
で
あ
る
美
人
鰤
を
9
尾
と
鯛
を
8
尾
寄
付
い
た

だ
き
、
連
携
し
て
い
る
佐
伯
市
蒲
江
漁
業
青
年
部
連
絡
協
議
会
皆
様
の
参
加
は

総
勢
13
名
で
あ
っ
た
。
8
班
に
分
か
れ
た
1
年
生
の
日
本
人
学
生
20
名
・
留
学
生

15
名
・
親
子
9
名
は
、
頭
の
落
と
し
方
・
腹
切
り
・
さ
か
包
丁
の
や
り
方
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
順
調
に
三
枚
に
下
ろ
し
て
い
き
、「
刺
身
・
潮
汁
・
ホ
イ
ル
焼
き
・

湯
煮
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
・
り
ゅ
う
き
ゅ
う
（
大
分
県
郷
土
料
理
）」に
調
理
し
た
。

学
生
は
「
難
し
い
け
ど
楽
し
い
！
」「
こ
ん
な
大
き
な
さ
か
な
を
初
め
て
さ
わ
る
！
」

と
話
す
姿
が
あ
っ
た
。
試
食
会
で
は
、
副
学
長
・
幼
児
教
育
学
科
学
科
長
を
お
招
き

し
、
大
勢
で
食
事
が
で
き
る
こ
と
を
喜
び
大
魚
の
味
を
堪
能
し
た
。
今
年
も
無
事

に
講
座
が
開
催
で
き
る
喜
び
を
噛
み
し
め
な
が
ら
、佐
伯
市
や
蒲
江
漁
業
青
年
部

の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
で
大
盛
況
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
講
座
は
、
魚
食
普
及
事
業

の
一
環
で
も
あ
っ
た
が
、
大
分
県
の
食
材
を
自
分
達
の
手
で
捌
い
て
調
理
し
共
食

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
続
け
な
け
れ
ば
と
感
じ
る
時
間
と
な
っ
た
。

第
17
回

水
沼
　
桃
子
さ
ん

食物の学生と親子で一緒に!!
（兼：公開講座）
2025年２月１日（土）場所：85年館　調理室・試食室

2
0
2
4
年
3
月
25
日
（
月
）
〜

4
月
11
日
（
木
）
J
R
別
府
駅
構
内

　
毎
年
4
月
初
旬
の
「
別
府
八
湯
温
泉
ま
つ
り
」
の

一
環
で
、
学
生
が
作
成
し
た
、
別
府
を
観
光
客
の

方
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作
品
を
、

J
R
別
府
駅
構
内
で
展
示
し
た
。

　
別
府
の
主
要
な
観
光
名
所
の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
学
生
が

各
々
の
視
点
と
想
い
で
、
学
生
ら
し
い
趣
向
を
凝
ら

し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
や
、
段
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た

フ
レ
ー
ム
に
学
生
各
々
が
自
由
に
表
現
し
た
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
を

貼
り
付
け
て
制
作
し

た
「
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
」

の
灯
籠
も
展
示
し
た
。

　
期
間
中
は
、
子
ど
も

か
ら
ご
年
配
の
方
ま

で
、
多
く
の
方
々
が

作
品
の
前
で
足
を
止

め
て
下
さ
り
、
学
生

の
想
い
が
こ
も
っ
た

作
品
を
、
思
い
出
の

ひ
と
つ
と
し
て
刻
ん

で
い
た
だ
い
た
。

最
優
秀
作
品

最
優
秀
賞

　
石
井
　
咲
来 

さ
ん
「
N
o 

．1
」

　
（
大
分
県
立
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
3
年
）

優
秀
賞

　
岡
林
　
由
真 

さ
ん
「
声
」

　
（
大
分
県
立
情
報
科
学
高
等
学
校
3
年
）

　
緒
方
　
美
月 

さ
ん
「
夢
ま
で
も
う
一
歩
」

　
（
大
分
県
立
情
報
科
学
高
等
学
校
3
年
）

　
近
江
　
　
楓 

さ
ん
「
空
と
交
信
」

　
（
大
分
県
立
情
報
科
学
高
等
学
校
1
年
）

佳

　
　作

　
藤
田
　
玲
奈 

さ
ん
「
夏
の
水
球
プ
ー
ル
」

　
（
大
分
県
立
大
分
商
業
高
等
学
校
3
年
）

　
河
野
　
美
咲 

さ
ん
「
私
の
避
暑
地 

'24
」

　
（
大
分
県
立
情
報
科
学
高
等
学
校
3
年
）

　
石
井
　
光
姫 

さ
ん
「
校
舎
と
通
路
」

　
（
大
分
県
立
宇
佐
産
業
科
学
高
等
学
校
3
年
）

　
溝
部
　
萌
衣 

さ
ん
「
努
力
の
賜
物
」

　
（
明
豊
高
等
学
校
3
年
）

　
河
津
　
祥
子 

さ
ん
「
動
画
視
聴
」

　
（
大
分
高
等
学
校
3
年
）

　
本
学
の
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
」
の
な
か
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
写
真

等
、
実
技
を
通
し
て
自
分
だ
け
の
作
品
を
創
造
し
た
り
、
専
門
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
修
得
す
る
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

図
書
館
で
は
「
わ
が
校
自
慢
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
、
自
ら
の
学
校
の
特
徴
的

な
活
動
の
様
子
、
ユ
ニ
ー
ク
な
友
人
、
先
生
の
紹
介
、
校
内
の
美
し
い
風
景
な
ど

の
楽
し
い
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
年
の
よ
う
に
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
入
賞
作
品
を
専
門
家
の
目
で
審
査
し

ま
し
た
。
そ
の
審
査
員
の
先
生
の
講
評
に
よ
れ
ば
、「
学
校
の
特
徴
あ
る
建
物
の

写
真
が
多
か
っ
た
中
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
一
枚
の
写
真
の
中
で
、

行
事
の
様
子
や
そ
の
場
の
状
況
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り
、
目
が
一
番
惹
か
れ
る

作
品
だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

第
25
回
　ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

2025

卒
業
制
作
・
学
生
作
品
展

幼
児
教
育
学
科
　
学
外
研
修

2
0
2
４
年
9
月
27
日（
金
）　
場
所
：
稲
積
水
中
鍾
乳
洞
・
　 

　
　

い
な
づ
み
白
山
川
キ
ャ
ン
プ
村

介
護
福
祉
学
科
　
学
外
研
修

2
0
2
４
年
10
月
11
日（
金
）　
場
所
：
福
岡
博
多
座

第
9
回 

イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

J
R
別
府
駅
構
内

観
光
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
示
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別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学

大
分
県
別
府
市
亀
川
中
央
町

電
話
代
表
〇
九
七
七
・
六
六
・
〇
二
二
四

こ

ん

ぱ

す

フ
ォ
ト
ク
リ
エ
イ
ト
ノ
ア

㈱
電
子
印
刷
セ
ン
タ
ー

発
行

写
真

印
刷

本
学
は
今
年
学
園
創
立
79
周
年
を
迎
え

こ
れ
ま
で
ご
支
援
・
ご
協
力
下
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
し
、
新
た
な
一
歩
を
歩
ん
で

き
た
。
今
年
は
、
大
リ
ー
グ
大
谷
選
手

初
の
「
50

－

50
」、
パ
リ
五
輪
メ
ダ
ル
日
本

45
個
と
大
活
躍
の
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

海
外
で
は
戦
争
、
軍
事
衝
突
が
続
き
、

世
界
の
平
和
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
。

国
内
で
も
、
2
0
2
4
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
起
き
甚
大
な
被
害
が
出
て
一
日

も
早
い
復
旧
が
ま
た
れ
る
今
日
で
あ
る
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
の
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
本
学
で

取
得
し
た
資
格
、
知
識
、
技
術
を
用
い
て

一
歩
一
歩
進
ん
で
ほ
し
い
。
本
学
で
の

２
年
間
を
糧
に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
う
。

あ
と
が
き
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春学期

秋学期

春学期開講
入学式
オリエンテーション
開学記念 in 城島

就職ガイダンス

第19回読書感想文コンクール　　
春学期定期試験　　
幼児教育学科保育園実習(2年次生)　　

ライフデザイン総合学科学外実習
食物栄養学科医療秘書実務実習
食物栄養学科給食実習
幼児教育学科保育園・施設実習（２年次生）　
介護福祉学科介護実習（２年次生）

幼児教育学科幼稚園実習
食栄学外研修、幼教学外研修

介護福祉学科ふくし・ふれ愛ひろば
就職ガイダンス
食物栄養学科コンテスト

幼児教育学科
ミュージックカーニバル

（ホルトホール・ビーコンプラザ）
防災訓練

秋学期開講
後期開講　頌徳式

姫山祭（学園祭）

卒業式

ライフデザイン総合学科
医療事務コース卒業研究発表会
秋学期閉講
ライフデザイン総合学科グラフィック
デザインコース卒業制作・学生作品展
ライフデザイン総合学科ファッション
ブライダルコースファッションショー
幼児教育学科基礎実習（1年次生）

姫山会役員選挙　　
食物学科卒業研究発表会
幼児教育学科卒業研究発表会
介護福祉学科卒業研究発表会
就職ガイダンス

4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3

年間行事　Campus schedule


